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（どうして、こんなことになったんだっけ）

　雇い主である藤とう堂どう裕ゆう馬まの愛撫によって喘ぎながら、前まえ原はら果か絵えは考える。しかしながら、深い酔いと快楽に侵された思考力では上手く正解へとたどり着けない。

　──気持ちいい。体中が甘く痺れている。ただそれしか、理解することができない。

　頬に大きな手が触れ、顔を正面へと向けられる。すると裕馬の柔らかな雰囲気の美貌が、視界いっぱいに広がる。鼻筋が通った高い鼻。長いまつ毛に囲まれた大きな瞳。整った形をした唇。果絵は、ついついそれらに見惚れてしまった。

「……可愛いね、果絵さん」

　裕馬はまさにうっとりという表情をし、甘さに満ちた口調で囁く。その言葉に頬が熱せられ、同時に胸も熱くなった。

（可愛いと……裕馬さんに言われるなんて）

　嬉しくなって口元を緩ませれば、裕馬も嬉しそうに笑う。そして、優しい口づけを送られた。

　唇を何度か啄まれ、最後に深く合わされる。舌で優しく唇を拭われると、背筋が波立つように震えた。

　この夜まで、果絵は男性を知らなかった。けれど、今では……。

　深い口づけが気持ちいいこと、大きな手で体を触れられると心地いいこと。抱きしめられながら熱杭で内側を擦られると、幸せな気持ちになること。熱っぽい視線で見つめられるだけで、心も体も蕩けてしまいそうになること。そんな数々の悦びを知ってしまった。

「果絵さん。口、開けて？」

　甘い声で催促をされ口を開いて裕馬の舌を受け入れれば、優しく口内をまさぐられる。するとくちゅりと水音が立ち、それは小さな音のはずなのに妙に大きく聞こえた。

「ん、ふ」

　唾液や吐息を交わらせながら、裕馬の舌に懸命に舌を絡める。そんな果絵の頭を、裕馬は優しく撫でた。

「……裕馬さん」

「なに？」

「裕馬さんも、ちゃんときもちい……ですか？」

「え……」

　キスの合間に訊ねれば、裕馬は少し首を傾げる。

　自分は先ほどまで処女だった。なので『技術』のようなものは一切持ち合わせていない。自分だけが気持ちいいのではないかと、少しばかり気になってしまったのだ。

「気持ちよくなかったら、二回もしてない」

　裕馬は真顔で言い切ってから、果絵の唇に触れるだけのキスをする。その直截的な物言いに、果絵の顔は真っ赤になった。

「三回目、四回目もしたいと思ってる。果絵さんの体が大丈夫なら……また繋がりたい」

　さらに大胆なことを言いながら、裕馬は硬くなった下腹部を果絵の体に押しつけた。

「ゆ、裕馬さん」

　その生々しくて逞しい感触に、果絵は目を泳がせた。そんな果絵の頬を、裕馬の手が優しく撫でる。

「果絵さんが嫌じゃなければ、してもいかな？」

　見つめられながら甘え声で乞われ、果絵の喉はこくりと鳴った。

「……嫌じゃないです。いえ、嬉しいです」

　そう。裕馬と繋がれることが、嬉しくてたまらない。剥がれてしまった理性の下は、そんな気持ちでいっぱいだった。

「そっか。じゃあ、甘えさせてもらおう」

　裕馬は嬉しそうに言うと、性器に手早くコンドームを被せる。その手慣れた仕草にちりりと胸が妬けたことには、気づかないフリをした。

　二度の性交を終えたとは思えないほどに張り詰めた熱が濡れそぼった蜜壺に添えられ、ゆっくりと押し込まれる。処女を失ったばかりのまだ狭い入り口が抵抗をみせ、唇からは呻きが零れてしまう。裕馬は果絵の頬に大きな手で触れると、気遣うように優しい手つきで撫でた。

「平気、ですから」

　そう言って果絵が頬を緩ませれば、裕馬はほっと息を漏らす。彼は「つらかったら言って」と一言告げてから、濡れそぼった隘路に熱杭を打ち込んだ。

「ん、あっ」

「果絵さんの中……熱い」

「裕馬さんのこそ、熱いです」

　繋がった下腹部がじわじわと熱を伝えてくる。かすかに感じる鈍い痛み、自分以外の存在が腹の奥にいるのだと知らしめてくる熱の質量が堪らなく愛おしいと思える。

「果絵さん、好きだよ」

　熱を柔らかな動きで抽送させながら藤堂が囁く。果絵はしばしの逡巡ののちに……。

「裕馬、さん。私もです。貴方が好きです」

　果絵は頬を赤く染めながら、自身の好意を裕馬に告げた。

　裕馬はふわりと笑うと果絵を抱きしめ、そっと口づけをした。

（夢じゃ、ないのよね）

　繋がった部分からぐちゅぐちゅと淫靡に響く水音や裕馬の肌の熱を感じているうちに、その実感は増していく。

（……幸せ）

　果絵は喜びを感じながら、うっとりと律動に身を任せた。





　＊






　前原果絵の人生には、『不幸』がつきまとっていた。

　不幸が起きはじめたのは、高校三年生の春頃。

　果絵の父は中小企業の社長だったのだが……会社の経営が破綻してしまったのだ。事業は他社へ譲渡することになり、果絵たち家族は新たな生活の手段を模索することになった。

　そんな折に、父の癌が発覚。経営破綻の余波が生活に色濃く残る中、家族は父の闘病を支えた。しかし数カ月後。闘病虚しく、父はこの世を去った。

　果絵は大学進学を諦め、働きに出る道を選んだ。

　果絵の学校での成績は凡庸なものだった。なので進学に関しては、すぐに諦めがついた。しかし三つ下の弟の湊みなとは、成績優秀で将来を嘱望されている。頑張りやで優秀な弟の未来の可能性を、果絵は閉ざしたくなかった。

（湊は大学まで卒業させて、ちゃんとした企業に就職させたい）

　そんな思いで自身の楽しみや恋愛には一切脇目も振らずにひたすらに働き、弟が新進気鋭の企業に就職したのをきちんと見届けることができた。そしてようやく自分の身の振り方を考えられると思った矢先に、果絵は勤め先の会社から懲戒解雇を告げられたのだ。

　その理由は身に覚えのない大きなミスを果絵のせいにされるという……要は濡れ衣だったのである。

　濡れ衣をかけられた原因は、十個上の社長の息子──社の副社長でもある野の々の宮みや光ひかりからの誘いを断っていたからだろう。こちらの都合など考えずに声をかけてくる彼のことが苦手で、果絵は誘いを断り続けていたのだ。

　『自身のミスではない』と必死に訴えても、誰にも聞き入れてもらえず。泣き腫らした目で荷物を整理する果絵の肩をポンと叩いて、野々宮は……とても楽しそうに笑った。

『いい気味だな、前原。俺に逆らわなければ、こうならなかったのにな？』

　そして、そんな言葉を告げたのだ。それを聞いて……果絵の推測は確信へと変わった。

　自白に近い言葉を吐きながらあざ笑う野々宮の顔を、果絵は一生忘れられないだろう。仕事をクビになってから、毎晩のように夢にまで見てしまうくらいだ。

　ほかの社員たちは今回のことは濡れ衣だと理解してくれてはいたが、上の者には逆らえない。果絵は涙ながらに皆との別れを惜しんでから、高校卒業ののち七年勤めた会社を退社することになったのだった。







　果絵が会社をクビになってから、一週間が経過した。

（これから、どうしようかな）

　暗澹とした気持ちを抱えつつ、果絵は一人暮らしのアパートで座椅子に座ってぼんやりとテレビを眺めていた。果絵が住んでいる木造アパートは実家から職場が遠かったことが理由で借りたもので、築四十年家賃四万円のお世辞にも『素敵』とは言えない物件である。オートロックなどというものは当然なく、隣との境の壁も薄い。果絵の部屋は角部屋で今は隣は空室になっているため、騒音の類で悩まされることは現状ないが……。これからはどうなるかわからない。

（もうこの土地に住む必要もないから引っ越しをしたいけれど……お金もないしなぁ。実家には誠まことさんがいるから帰れないし、どうしよう）

　誠というのは半年ほど前にできた母の恋人である。二人は真剣な交際をしており、つい先日から結婚を前提とした同棲を開始していた。そんな、新婚目前のカップルと同居をするのはいたたまれない。それが自身の母親なのだから、なおさらだ。

（懲戒解雇の場合の失業保険ってどうなるんだっけ。求職活動をしながら、しばらくはここに住むしかないのかな）

　元勤め先に近いこの物件にいると、偶然野々宮に会う可能性もある。それは避けたかったが、最近まで弟の学費の仕送りで給料の大部分が飛んでいた果絵には貯金がなく、すぐに引っ越すことは難しかった。

　就職活動の際に懲戒解雇の原因を訊かれたらなんと答えたらいいのだろう。素直に話したとして、理解を得られるとは思えない。この解雇の原因が再就職の足を引っ張る可能性は大いにある。そんなことを考えていると、またため息が零れてしまう。

（どうしていつも、こうなるのかな）

　自分の人生に起きた数々の不幸を思い返して、果絵はさらに深くため息をつく。けれど不幸ばかりだったわけではないと、すぐに思い直した。弟は無事に巣立ってくれたし、母は今も健勝で誠との仲も良好に見える。それは本当に素晴らしいことだと思う。

（うん、悪いことばかりじゃない）

　果絵は心の中で独りごちてから、うんうんと頷き自身を納得させる。

　きっと次の職場ではいいことがある。そのはずだ。

　その時。近くに置いていたスマートフォンがメッセージの着信を告げた。画面を確認すると、弟の湊からのメッセージのようだ。

『姉さん、大変なことになったんだって？　大丈夫？　ちゃんと飯食ってる？』

　アプリを開いて内容を確認すると、そこには果絵を心配する言葉が綴られていた。仕事をクビになったことは母には告げていたが、湊にはまだ伝えていなかった。きっと母が話したのだろうと思いながら、果絵はメッセージに返信をする。

『ご飯はちゃんと食べてるよ。こっちのことは、心配しなくても大丈夫だから』

『心配に決まってるだろ。今日、会いに行くから。仕事が終わってからだから、たぶん夜七時くらいになる』

　湊は果絵の都合も訊かず、来訪の意思を伝えてきた。果絵は苦笑しながら『わかった』と返信をする。今の自分は、日がな一日暇な身分だ。湊がいつ来ようと対応可能だから、急な来訪に目くじらを立てるつもりはない。

　湊に最後に会ったのは三ヶ月ほど前。彼の大学卒業祝いに、家族で食事に行って以来だ。『これからは家族を助ける立場になる』と、その祝いの席で湊は決意の滲む表情で言った。それを聞いて、弟も大人になったのだとしみじみ感じたものだ。

「湊が来るまであと二時間くらいか。部屋を片づけて……お酒とおつまみくらいは用意しておこうかな」

　飲酒をする金銭的な余裕はないのだが、自身の現状を思うと今夜は少しばかり飲みたい気分だった。

　まずは部屋を片づけ、弟を迎え入れる準備と整える。続けて、おかずの調理をはじめた。湊が食事を済ませていて手をつけない場合は、明日のおかずになるだけだ。

　鳥のささみに梅肉とチーズを挟んだ揚げもの、ほうれん草のおひたし、レンコンの甘酢炒め、野菜で具だくさんお味噌汁。それらを手際よく作っていく。

　父が倒れて心労を抱えた母を助けるために、果絵は積極的に料理をはじめとする家事をするようになった。必要に駆られてはじめたことだが、果絵は料理が好きになった。いや、家事全般が好きである。やればやるだけ成果がきちんと出て……ちゃんと報われる。そのことが気持ちいいのかもしれない。一人暮らしをはじめても果絵の部屋はきちんと整理整頓され、いつでも清潔に保たれている。

（久しぶりに湊と会うの、楽しみね）

　果絵はそんなことを思いながら、いつか飲もうと棚にしまっていたとっておきのワインの瓶を取り出した。

　七時を少し過ぎた頃に、湊はアパートに現れた。黒髪黒目で涼やかな顔立ちをしている果絵と違い、童顔で愛らしい顔立ちをしている。柔らかな印象の茶色がかった髪をしており、目の色素も茶色と薄い。似ていない姉弟だと人にはよく言われる。

　湊は学生時代から非常にモテた。しかし苦労をしている果絵に悪いから大学卒業まで彼女は作らない……と公言し、それを実行していた。つまり、少し申し訳なくなるくらいの姉思いなのだ。大学を卒業し縛りが解けた湊だが、『彼女ができた』という話を今のところは聞いていない。まだ自分に気兼ねしているのかもしれないと、果絵としては少しばかり気がかりだ。

「姉さん、大丈夫？　いや、大丈夫じゃないよな。濡れ衣をかけられてクビにされるなんて……！」

「湊、落ち着いて。とにかく入って？」

　扉を開けて開口一番心配を口にする湊の肩をぽんと叩いてから、果絵は湊を室内へと導く。そして、まだなにか言いたげな様子の彼を座椅子へと座らせた。

「わ、美味そう」

「よかったら食べてね」

　座椅子の前に置いている折りたたみのテーブル。その上に並んだ料理を目にして、湊は目を輝かせる。彼はスマートフォンを取り出すと、料理の写真を数枚撮影してご満悦の様子だ。

「ワインもあるよ。お米のおかわりも遠慮なくしてね」

「ワインまで？　姉さんのご飯、久しぶりだな。あとで材料費は返すから」

「いいよ、そんな気を使わなくて」

「気を使うに決まってるだろ。姉さん今、無職なんだし」

「う……」

　直球すぎる物言いだが、湊の言う通りだ。現在果絵は無職で、『余裕があるから甘えていいよ』なんて言える身分ではない。

「じゃあ、甘えておく」

「うん。甘えて？」

　湊はそう言うと、くすりと小さく笑う。

　そして「いただきます」と手を合わせてからレンコンに手をつけ、くりくりとした目を瞠った。

「……うまっ！」

　続けて簡単の声が漏れる。それを聞いた果絵の頬は、ゆるりと緩んだ。

「よかった。いっぱい食べてね」

　果絵が促すと、湊は白米を頬張りつつほかのものにも手をつけはじめる。

（こんなふうに美味しそうに食べてもらえるのは、嬉しいわね）

　果絵は口元を笑ませながら、栗鼠のように食事を頬張る弟を眺める。そして、自身も食事に手をつけはじめた。

「こんな美味い飯を作る姉さんに紹介したい仕事があるんだけど」

　ワインを口にしながら、湊がそんなことを言う。

「……私に？」

　果絵が首を傾げると、湊はうんうんと頷いた。

「うちの社長が今、ハウスキーパーを探してるんだ。元いたご年配のハウスキーパーさんがご病気になって、先日辞めたらしくて」

「社長さんが？　湊、社長さんとお知り合いになったの？」

「うん、社内行事でやったバーベキューで話す機会があってさ。それから仲よくなったんだ。セクハラとかする人じゃないから、そこは安心して？」

　弟は年上に可愛がられるタイプだ。社長とも社内行事で会話を交わすようになり、直々にそんな話を聞いたのだとか。

「姉さんが興味があるなら、社長に面接をお願いするけど。どう？」

「……私でいいのかな？」

「姉さんならできると思って、俺は声をかけてるよ」

　湊はそう言うと悪戯っぽく笑う。果絵はしばしの間、思案した。

　次の仕事が見つかるかという不安、失業保険がちゃんと下りるのかという不安。引っ越しのための費用をどうしようかという悩み。湊の提案はそれら懸念を払拭する、渡りに船のものだ。

「……面接、お願いしてもいいかな？」

「もちろん！」

　果絵の言葉を聞いて、湊はにこりと笑う。そして早速、スマートフォンを操作しはじめた。どうやら、社長にメッセージを送っているようだ。

（入社してすぐに社長とメッセージのやり取りをする関係になるなんて）

　果絵は弟のコミュニケーション能力の高さに舌を巻く。明るく衒いがない性格の湊は、すぐに誰とでも仲よくなれるのだ。

「面接、来週にどうかなって。いつが空いてる？」

「えっ、ずいぶんと話が早いね。いつでも、空いてるけど」

「今食べてる料理の写真を添付したから、それに釣られたんじゃないかな。じゃあ、月曜日はどうですかって送っておく」

「……社長に写真を送るのなら、もっといい料理を用意したのに」

　果絵は不服げに言うと、少し頬を膨らませた。

　今日用意したのは、完全なる家庭料理だ。社長に見せるのならもう少し手の込んだものにしたかったと、そんなことを思ってしまう。

「なに言ってるの、こういう家庭料理がいいんだよ」

　湊はそう言いながらささみの揚げ物を頬張り、「マジで美味い」と心からの本音という様子でつぶやいた。

　社長からの返信がきたらしく、湊のスマートフォンが点滅する。湊は画面を確認すると、にこりと笑った。

「面接の日取り確定したから。頑張ってね、姉さん」

「失礼がないよう、頑張るね」

「いつも通りにしてれば大丈夫」

　こんな調子で社長との面接の日取りは、とんとん拍子で決まっていった。

（……いい子に育ったなぁ）

　食事が終わり、シンクの前に立って皿を洗う湊の背中を眺めながら果絵はそんなことを考える。ちなみに、皿洗いは湊が『ご馳走になったんだし、自分がする』と申し出てくれたのだ。

　心配して駆けつけてくれた上に、仕事のことまで気にかけてくれた弟。自分の頑張りは無駄ではなかったのだと、成長した湊の姿を見ているとしみじみと感じる。

（社長って、どんな人なのかな。あとで検索してみよう）

　湊の勤める会社……株式会社トウドウテクノは大手のＩＴ企業だ。ネットワークセキュリティや、さまざまなプラットフォームに合わせたソフトウェアの開発をしているらしい。その分野に疎い果絵にとっては、未知の世界という印象だ。湊はシステムエンジニアではなく営業をしており、その成績はまずまずのものらしい。

（社長さんと面接なんて、想像しただけで緊張するなぁ）

　少し先の未来に思いを馳せ、果絵は小さくため息を吐く。

（だけど決まったことなんだし、自分の持てる精一杯で挑もう）

　そう腹をくくった果絵の前に、温かなお茶の入ったマグカップが差し出される。顔を上げると、そこには微笑みを浮かべる湊がいた。

「姉さん、きっと大丈夫だから」

　すっかり頼りになる男性に成長した弟の言葉に果絵はこくりと頷き、湯気を立てるマグカップを受け取った。







　そして、面接の日がやってきた。

　ハウスキーパーというものはどのような服装で面接に挑むべきなのか。湊からは『服装自由』と言われていたものの、常識から外れたもので面接に臨んでよいはずがない。とはいえ、きっちりとしたビジネススーツ姿で……というのも違うような気がする。

　悩みに悩んだ果絵は、グレーのジャケットに清潔感のある白のシャツ、そして細身のパンツというオフィスカジュアルで面接に挑むことにした。

「うわ、大きい……」

　たどり着いた、トウドウテクノ本社ビル。その堂々たる佇まいを目にして、果絵はくらりと目眩を感じた。

　社長、という言葉を聞いて人々が連想するのは中年以上の男性だろう。

　しかし『トウドウテクノ　社長』というワードで検索した果絵が目にしたのは、若く整った顔立ちをした男性だった。現在、三十二歳。かなりの若手社長だ。

　社長……『藤堂裕馬』の経歴は、驚くべきものだった。彼は大学時代にトウドウテクノの前身であるトウドウサポートシステムを単身で立ち上げ、その手腕でみるみるうちに会社を大きくしていった。藤堂が二十八歳の頃にトウドウサポートシステムは上場企業となり、名前をトウドウテクノと改め今に至る。

（私、とんでもないところに面接に来てるんじゃ）

　そんなことを思いながら、受付の女性に面接の予定があることと名前を告げる。すると受付は内線でどこかへ連絡をしたようだった。しばらく待っていると……。

「姉さん！」

　軽い足音を立てながら、湊がやってきた。今日は彼が、案内係を務めてくれるらしい。

「……湊」

　弟の顔を目にして、果絵の肩からは少しだけ力が抜けた。そんな果絵に湊は微笑みかけ、果絵も安堵混じりの笑みを返す。

「応接室へ、ご案内しますね」

　いかにも社員ですという猫を被った表情と声で、湊が告げる。その背中を追うようにして、果絵は歩を進めた。すれ違う社員たちはラフな服装の人々が多く、オフィスカジュアル姿でも浮かずに果絵は内心安堵する。

「……ラフな服装の人が多くてよかった」

「我が社は基本的には服装自由だからね。さすがに営業とかはスーツじゃないとダメだけど」

　思わず零れた果絵のつぶやきを聞いて、湊が説明してくれる。それを聞いて、果絵は納得した。

　しばらく廊下を歩いてからエレベーターに乗り込み、上階へと向かう。その間も果絵の心臓は鳴りっぱなしだった。

「姉さん、そんなに緊張しないで」

「う……こんなに立派な会社なんだもん。緊張しない方が無理だよ」

「まぁ、そうかもしれないけど」

　エレベーターが停止し、果絵はフロアへと足を踏み出した。そして一室の扉の前へ連れていかれる。

「さ、着いたよ。頑張ってね、姉さん」

　ぽんと背中を叩きつつ励まされ、果絵はこくこくと頷いた。

「ありがとう、湊。湊もお仕事、頑張ってね」

「うん、わかった。なにかあったら、連絡して？」

　湊はふわりと笑ってから、ひらりと手を振り去っていく。果絵は緊張しながら扉と向かい合い、震える手で三回ノックした。

「どうぞ」

　すると、柔らかな男性の声に入室を促される。

「……失礼します」

　一声かけてから扉を開け、中に入ると……。

「──ッ」

　そこには、息を呑んでしまうくらいに美しい男性……藤堂裕馬がいた。写真で見た時も整った顔をした人物だと思ったが、実物の迫力はなおさらすごい。

　柔らかそうな、少し猫っ毛の茶色の髪。高い鼻梁に、薄い唇。長いまつ毛に囲まれた大きな目は、その奥に明らかな好奇心を湛えて果絵を見つめていた。黒のソファーに腰掛けた彼は形のいい足を組んでおり、その足の長さから立ち上がるとかなりの長身なのだろうということが予想される。服装はスーツではなく白のシャツと細身のパンツ、それに濃い灰色のアウターを合わせたもので軽やかかつ爽やかな印象だ。

（……いけない）

　ついつい藤堂に見惚れていた果絵は、慌てて扉を閉めてからぺこりとお辞儀をする。すると、くすりと小さな笑い声が耳に届いた。

「そんなに畏まらなくていいですよ、前原さん。さ、座ってください」

「は、はい」

　勧められ、緊張しながら藤堂の向かいのソファーに腰を下ろす。そんな果絵に藤堂は優しく微笑みかけた。

「トウドウテクノ代表取締役の藤堂と申します。本日はご足労いただき、ありがとうございます」

「こちらこそ、面接の機会をいただけて光栄です」

　二人はぺこりと頭を下げ合う。今からどんな質問をされるのかと緊張しながら、果絵は藤堂の発言を待った。しかし、藤堂の口から出たのは……。

「さて、堅苦しいのはここまでにしようか」

　そんな、プライベートを感じさせる砕けた言葉だった。

「え……？」

　唐突な転換に、果絵はあっけに取られてしまう。

「これは我が社に入社するための面接ではなく、俺のプライベートな雇用の面談だしね。前原さんも肩の力を抜いていいよ」

「わかり、ました」

　頷いて、できる限りリラックスをしようとするがその試みはなかなか上手くいかない。果絵は何度か深呼吸をして、どくどくと音を立てる心臓をようやく鎮めた。

「さて、仕事の内容だけれど。俺の不在の間に晩の食事の支度と、朝の食事の作り置きをお願いしたいんだ。部屋の掃除や洗濯などの家事全般と、猫の世話もしてほしい。勤務は週五、十一時出勤の十八時から十九時退勤。臨機応変に対応してくれると嬉しい。金曜日には出勤のない土日の食事の作り置きもお願いしたい。……できるかな？」

「はい、もちろん大丈夫です。朝食や土日分の作り置きは、作ったものを容器に入れて冷蔵や冷凍をする形で大丈夫ですか？」

「うん、それでいいよ。アレルギーが出る食品はないから、そのあたりは気兼ねなく調理してね。和食が好きだから、和食メニューが多いと嬉しいな」

　藤堂はそう言うと、少し口元を緩める。

「わかりました。和食は得意です」

「時給はこれくらいを予定してるんだけど……」

「……！　助かります」

　藤堂の提示条件はかなりよいものだ。それを聞いた果絵の心は安堵の気持ちで満たされた。この額であれば、数ヶ月も貯金すればあのアパートを引き払える。

（……面接というか。これって雇うことが決まっていた前提の各事項の確認みたい）

　ふとそんなことを思い、果絵は首を傾げた。

「なにか、質問があるのかな？」

「いえ、なんというか。面接が形ばかりのもののように思えたので。あの……まさか。弟が妙なごり押しをしたりしてないですよね？」

　嫌な予感がして、果絵は恐る恐る訊ねた。姉と母に支えられて進学できたこともあり、湊は家族思いである。今回その気持ちが暴走したのではないかと、少々心配になってしまったのだ。

「ごり押しというか、前原さんのよいところはいろいろ力説されたかな」

　藤堂はそう言うと、口元を笑ませた。藤堂の言葉を聞いた果絵は、顔を青ざめさせる。

「弟が申し訳ありません。あの、無理に雇わなくても大丈夫ですので！」

　果絵は謝罪を口にしながら、勢いよく頭を下げた。仕事がほしい気持ちは当然あるが、その気がないのに無理に雇ってほしいわけではないのだ。

「いや、早くハウスキーパーがほしかったのは本当だしね。いくら前原くんの口添えがあったとしても顔を合わせてダメだと思ったら雇っていないから、気にしないで」

　藤堂の言葉に果絵は安堵の気持ちを覚えつつ顔を上げる。すると美しい茶色の瞳と視線が絡み、少しばかり心臓が跳ね上げられた。

「よければ、遠慮なく雇われて？」

「……では、ぜひお願いします」

　果絵がぺこりと頭を下げれば、藤堂もこくりと頷く。

「初日だけ、朝から来てもらってもいいかな？　部屋の案内とか注意点とかの話をしたいから」

「わかりました！」

「じゃあ、七時くらいに──」

　こうして果絵は、トウドウテクノの社長である藤堂裕馬のハウスキーパーになったのだった。







　そして……。職務の開始日となり藤堂のマンションへと赴いた果絵は、ぽかんと口を開けていた。それはいわゆる高級マンションで、果絵がまだ社長令嬢だった時代に住んでいた物件よりも立派なものだったのだ。現在の住まいであるアパートとは、比べるべくもない。

（すごいなぁ。あんな立派なビルに会社を構えて、こんな物件に住んでるなんて）

　若くしてこれほどの成果を得ている人物なのだ。才覚がある上に、たくさんの努力もしたのだろう。尊敬の念を感じながらエントランスホールに入り、コンシェルジュにぺこりと頭を下げてからインターホンへと向かう。そして、緊張しながら教えてもらっていた部屋番号を押した。

『はい』

　少しの間ののちに、若い男性の声での応答があった。先日耳にした、藤堂の柔らかでよく通る声だ。

「藤堂さん、おはようございます。前原です」

　緊張を和らげるために少し深呼吸をしてから、果絵は自身の名を告げた。名を告げなくても、自分の姿は相手にモニター越しに見えているのだろうが。

『おはようございます、前原さん。今、開けるね』

　オートロックのドアが開き、果絵はマンションの中へと入る。そして、藤堂の住む階に向うためにエレベーターに乗り込んだ。

「いらっしゃい」

　部屋に着いてふたたびインターホンを押すと、ドアが開き藤堂がひょいと顔を出す。今日の彼もラフな服装で、眼鏡もかけている。ふだんはコンタクトなのだろうかと思いながらも、まだそれを訊ける距離感ではない。

「本日から、よろしくお願いします！」

　果絵は緊張しながら、勢いよく頭を下げた。

「朝早くからありがとう」

　藤堂はそう言うと、爽やかな笑みを浮かべた。

「いえ、お仕事ですし」

「さ、入って」

「お、お邪魔します！」

　体中を緊張させた果絵を目にして、藤堂はふっと優しい笑みを浮かべた。

「そんなに緊張しなくて大丈夫だよ。ふだん自宅でするように、家事をしてくれればいいだけ」

「……自宅は狭いアパートですし、だいぶ勝手が違うのではと」

「ふふ、そうかな。さ、どうぞ」

　勧められて部屋へと入り、果絵は「わぁ」と間の抜けた声を漏らしてしまった。玄関ですら、信じられないくらいに面積があるのだ。

「……玄関に住めそう」

「それはさすがに大げさ」

　楽しそうに笑う藤堂のあとについて、果絵は部屋の中を歩く。十六畳のリビングダイニング、ダイニングに隣接しているオープンキッチン、九畳の部屋がふたつ、十一畳のベッドルーム、シューズクローゼットにウォークインクローゼット……。触ってはいけないものなどの注意点を聞きつつ部屋を見て回るにつれて、果絵の口はぽかんと開いていく。

（……ぜんぜん、勝手が違う）

　週五勤務は多いのではと内心思っていたが、この部屋数なら納得だ。

「うひゃっ！」

　柔らかななにかが足に触れ、果絵は思わず悲鳴を上げてしまう。足元に目を向ければ、そこには好奇心いっぱいという様子で果絵を見上げる一匹の猫がいた。灰色の毛並みを持つ、上品な佇まいの猫だ。

「ささみ。ご挨拶にきたのか？」

　藤堂は微笑みながら猫を抱き上げる。ささみと呼ばれた猫は少ししゃがれた声で「にゃあ」と鳴いてから、藤堂の腕の中に大人しく収まった。

「ロシアンブルーですか？」

「うん、そう。可愛いでしょ？」

　悪戯っぽく笑いながら、藤堂は猫の手を持って振ってみせる。大の大人の無邪気な様子に、果絵は少しだけ吹き出した。

「はい、すごく可愛いです」

　猫も、雇い主も。どちらも可愛い。そんな気持ちで言えば、藤堂は「ささみ、可愛いってよ」と言いつつ満足そうに笑った。

「ささみの世話もお願いね」

「はい。猫の飼育経験はあるので、世話の勝手はわかると思いますけど……。個体差もあると思うので、なにかあればすぐに知らせます」

　果絵の実家でも猫を飼っている。そろそろ十三歳になる雌で、こんな上品な猫ではなく鼻の上に黒いぶちがある元野良猫だ。子猫の頃に側溝に溜まった水で溺れかけ悲痛な声を上げていたところを、当時中学生だった果絵が拾ったのである。実家を出るまでは、甲斐甲斐しく世話をしていたものだ。

「うん、よろしく。前働いていたハウスキーパーさんが残したノートもあるから、家事に関してのわからないことはそれを見ると大体わかると思うよ。じゃあ、もう少ししたら俺は出社するから──」

「あっ。あの」

　藤堂の前に、果絵は肩にかけていた保冷バッグから取り出したプラスチックの容器を差し出した。

「これは？」

　容器を目にして、藤堂は目をぱちくりとさせる。

「朝食……です。ちょうどいいサイズのお弁当箱が家になくて、こんな容器で申し訳ないです」

　朝食は前日の夜に作り置きをする約束になっている。つまり出勤初日の今朝は、藤堂の食事の用意はされていない。だから家で作って持ってきたのだ。男性が食べる量が入る弁当箱がなかったのでプラスチック容器に詰めることになったのが非常に心残りだ。

「もしも朝食を食べていなかったら、食べてください。中身はおにぎりとおかずです。すでに朝食を食べていらっしゃるようなら、今日の私のお昼ごはんにしますので」

「食べたい！　食べていいの？」

　東堂は嬉しそうに言いながら、ぱっと表情を輝かせた。そんな彼の様子に、果絵は少しだけ気圧されてしまう。

「はい、もちろんです。おにぎりは二個入っていて、具材は卵焼きと鮭です」

「卵焼きのおにぎり？　それは、はじめて食べるな」

　藤堂はそう言いながら少し首を傾げる。

「卵焼きが入ったおにぎり、美味しいんですよ？」

　卵焼きが入ったおにぎりは、果絵の家では定番のメニューだ。卵焼きには少しマヨネーズを入れて、ふんわりと仕上げるのがコツである。

「卵焼きは甘いやつ？　それともだし巻き？」

「今日は甘い卵焼きにしちゃいました。だし巻きがよければ、また別の機会に作りますけれど。あ……甘い卵焼き、苦手でしたか？」

「いや、甘い卵焼きは大好き。だし巻きも好きだけど」

「では、だし巻きも今度作りましょう。中にはたっぷりほうれん草を入れたいですね。ほうれん草、苦手じゃないですか？」

「基本的には、苦手なものはないかな」

「それはよかったです。あっ、おかずはきんぴらごぼうと唐揚げですよ。お口に合うといいのですけど」

　会話をしながらリビングダイニングに向かい、テーブルで容器の蓋を開ける。

「おお……！　美味しそう」

　すると、中身を目にした藤堂が目を輝かせながら感嘆の声を上げた。その無邪気な反応は先日の弟を彷彿とさせ、果絵はくすりと笑ってしまう。その笑い声を耳にした藤堂は、少し気まずげな顔になった。

「あ……。失礼しました」

　果絵は口元に手を当てて、こほんと小さく咳払いをする。

「いや、少しはしゃぎすぎた自覚はある。前のハウスキーパーさんが辞めてからは自炊と外食ばかりだったから、人の手作りのご飯は久しぶりでつい嬉しくなって」

　藤堂はそう言うと、照れくさそうな様子で笑った。

「喜ぶのはまだ早いですよ。その……お口に合わない可能性もありますし」

　仕事なのだから、できる限り満足してもらえるように尽くすつもりだ。けれど、好みが違うということはあり得る。

「いや、きっと口に合うよ」

　藤堂はきっぱりと言い切ると上品な仕草で手を合わせてから、朝食に手をつけはじめる。そして、おにぎりを一口食べた瞬間に大きく目を見開いた。

「……美味しい」

「それはよかったです」

　どうやら満足してもらえたようで、果絵は胸を撫で下ろす。

「すごいな。こんなご飯がこれから毎日食べられるのか」

「ふふ、大げさですよ」

　自分が作ったものを人が夢中で食べている光景を目にすると、嬉しくなってしまう。果絵は藤堂が朝食を次々に食べる光景を、口元を緩ませながら見守った。

「そうだ。前原さんの呼び方に関してなんだけど」

　唐揚げをごくりと飲み下してから、藤堂は言葉を口にする。

「呼び方、ですか？」

「うん。名字で呼ぶと前原くんの話題が出た時なんかにややこしくなりそうだから、果絵さんと呼んでもいいかな？　もちろん、嫌じゃなければ」

「たしかに……そうですね。名前呼びで大丈夫ですよ」

「そっか、よかった」

　藤堂は微笑んでから、今度は鮭のおにぎりを大きく口を開けて頬張った。

　──男性に名前で呼ばれるのは、亡父に呼ばれて以来なのではないだろうか。ふとそんなことを思い、少しばかり落ち着かない気持ちになる。

　そんな果絵の内心など露知らずな藤堂は、容器の中身を平らげると満足げに息を吐いた。





　＊






　果絵が裕馬のハウスキーパーになってから、二ヶ月が経った。

（今日も美味しそうだな）

　果絵が作った作り置きの惣菜。それをレンジで温めながら裕馬は思う。

　茄子のお浸し、卵と手羽元の煮物、キャベツの浅漬け、野菜たっぷりのスープ。本日の献立も、裕馬の好みにぴったりだ。

　温めた惣菜をテーブルに並べて席に着く。すると足元にすりすりとささみが身を擦り寄せた。裕馬以外の人間にあまり懐かないささみだが果絵には懐いているようで、ペットカメラには果絵に甘えている様子が時折映っている。その光景は微笑ましいものだが……。ペットカメラをつけていること、そしてそれを時折見ることを果絵に告げてはいるものの、盗み見をしているようで少しばかり罪悪感もあった。

「今日も、果絵さんに遊んでもらったのか？」

　そうささみに訊ねれば、ささみは「ニャア」と返事をする。そんなささみをひとしきり撫でてから、裕馬は食事と向かい合った。

　手羽元の煮物を口に入れると、適度に煮込まれた肉がほろりと崩れていく。そして、甘めの煮汁がじわりと口中に広がった。その絶妙な味つけに、裕馬は顔を綻ばせる。

（うん、美味しい。果絵さんを雇って……本当によかったな）

　食事を味わいながら、裕馬はそんなことをしみじみと思う。

　──果絵と面接をしようと思った動機の中に、同情の気持ちがなかったかと言えば嘘になる。

　父の会社の倒産により進学の道を断たれ、その直後に父を亡くし……。弟の将来のために、自らを犠牲にすることを選んだ女性。それだけでも苦労が偲ばれるというのに、つい先日理不尽な理由で会社をクビになったのだという。それを聞いて、同情しないわけがない。

　前原から送られてきた料理の写真が裕馬の好みのものだったことも、面接をしたいと思った動機のひとつではあったのだが。果絵の料理はＳＮＳでよく見るような見栄えを意識したものではなく、美味しそうだがいかにも家庭料理というものだった。具だくさんの味噌汁、ふわりと鰹節が載ったほうれん草のおひたし、チーズと梅肉が挟まっているらしい、ささみの揚げ物……。激務をこなして帰宅した際に食べるとほっとしそうな料理だと、一目で感じた。

　面接に現れた果絵は凛とした美しい女性で、目にした時裕馬は見惚れてしまった。なるほどこれは前原が自慢げに話すわけだと、裕馬は納得したものだ。彼女の受け答えには気遣いや優しさが滲んでおり、感じられるたしかな育ちのよさにも好感が持てた。

　果絵は昼前にやってきて、家事を済ませてから夕方には帰宅する。帰宅が遅くなる日も多いため顔を合わせる機会は少ないが、彼女の人柄には好感が持てると裕馬は感じていた。なにより自身の地位や財産が目当ての女性たちと違って、ギラギラとした欲や毒気のようなものが一切ない。

（女はもう御免だと思ってたんだがな）

　凄惨な別れ方をした元婚約者のことを思い出し、裕馬は苦い顔になる。彼女との別れは、裕馬に『女性との付き合いはもうさんざんだ』と思わせるに足るものだった。

　しかし果絵の顔が思い浮かぶと、その表情は自然に緩んだ。

（果絵さんとはもう少し……話をしてみたいな）

　今日は土曜日で果絵は来ない。それが少しばかり、寂しいと思ってしまう。

　いつしか……裕馬は果絵に対して、明らかな好感を抱くようになっていたのだ。







二章








　夕食の準備と朝食の作り置きを終えてから皿を洗い、シンクの掃除に取り掛かる。そのまま無心にシンクの掃除を……と思ったのだが。

（藤堂さん、何時に帰ってくるのかな。今日は顔を合わせられるかな）

　洗剤をつけたスポンジでシンクを磨きながら、果絵はついついそんなことを考えてしまう。そんな果絵の足元に、ささみが喉を鳴らしながら纏わりつく。その滑らかな被毛を撫でると、ささみは嬉しそうに高い声で鳴いた。

　藤堂と日々会話を交わすうちに、果絵の心にはほのかな恋心が生まれていた。穏やかで優しく、身も心も美しい人。そんな人としょっちゅう顔を合わせて、好きにならずにいることは難しい。

（……手が届く人ではないんだから、ちゃんと諦めないと）

　この恋は一言で言えば『身のほど知らず』なものだ。学歴も、身分も、才能も。藤堂に釣り合うものを、果絵はなにひとつ持っていない。

　──父の会社が潰れておらず、自分がまだ社長令嬢だったら。

　そんなどうにもならないことを考えてしまい、果絵は首をふるふると横に振った。その時……いつもより早く玄関ドアが開く音がした。

「ただいま」

　そして、柔らかな藤堂の声が耳に届く。時計を見ると時刻はまだ四時半で、平素ならば藤堂は会社にいる時間のはずだ。少し首を傾げながら、果絵は玄関へと向かった。

「おかえりなさい、藤堂さん」

「……うん」

　藤堂の態度はどこか歯切れの悪いもので、視線は少し泳いでいる。どうしたのだろうと、果絵はさらに首を傾げた。

「藤堂さん、今日はお帰りが早かったのですね。お仕事が早く終わったのですか？」

「いいや。……果絵さんと話がしたくて早く帰ったんだ」

　はにかみながら藤堂がそんなことを言うので、果絵の目は丸くなった。

「……え」

　ぽつりと漏らしてから、藤堂を見つめてしまう。すると彼はわずかに頬を赤くしつつ目を逸らした。彼の様子につられて果絵の頬も熱くなる。

　妙な誤解をしないようにと、果絵は自分に必死になって言い聞かせた。

　藤堂は湊の勤める会社の社長だ。自身の恋情が原因で、弟に迷惑をかけるわけにはいかない。果絵は必死に恋心を胸の奥へと押し込める。しかし押し込めた恋心は期待に膨らみ、顔を出そうとしてしまう。

「果絵さん。今度の土曜日、時間はあるかな」

「はい、暇ですけれど。休日出勤ですか？」

「そうじゃなくて……。二人で一緒に出かけないかな。君さえよければ、だけど」

　さらに期待が膨らむようなことを告げられ、果絵は目を瞠る。

「お出かけ、ですか」

「ああ、いつものよく働いてくれているお礼にね。夜に俺の行きつけの店で、食事でもどうかなって。ご馳走させてほしい」

　藤堂はそう言うと、少し照れたように笑った。

　この誘いは言葉に通りに平素の『お礼』なのだろう。藤堂にはきっと他意はない。その、はずだ。

「お礼と言われましても、その。お仕事なので当然のことですし。じゅうぶんすぎるお給料はもらっていますから」

　果絵、ふるふると首を横に振る。そんな果絵を見て、藤堂は眉尻を下げた。

「恋人に怒られるから、断ってるとか？」

「恋人!?　そんなの一度もいたことないです！」

「……一度も？」

「……あ」

　自身の失言に気づき、果絵は恥ずかしくなる。果絵は湊のために、人生を捧げてきた。そのこと自体は恥ずかしいどころか誇れることだと自負しているが、人が当然してきた人生の経験が欠けていることには違いない。

「二十五歳にもなってお付き合いの経験がないなんて、引きますよね。高校を卒業してから働きづめだったので、そんな機会がなかなかなくて」

　告白をされたことは何度かある。けれど、それを受け入れる心の余裕が当時の果絵にはまったくなかったのだ。そんな余裕のなさに配慮することなく踏み込んでくる、野々宮……前会社の社長の息子のような男もいた。

「いや、そういうことは人ぞれぞれだと思うよ。果絵さんみたいな綺麗な人が……って驚きはしたけれど」

「き、綺麗？」

「うん。とても綺麗」

　てらいのない様子で言われて、果絵の顔は真っ赤になった。そんな顔を隠すように、慌てて顔を俯かせてしまう。

「藤堂さん、そのような恥ずかしくなるお世辞は──」

「お世辞じゃないから」

　きっぱりと言い切られ、果絵の顔はさらに真っ赤になった。

　どうして、期待を持たせるようなことを言うのだろう。嬉しさと恨めしさがないまぜになった気持ちになりながら、果絵は藤堂を見つめる。

「ダメかな？」

「う……」

　子犬のような表情でダメ押しのように言われて、果絵は言葉に詰まってしまう。そして……。

「ダメじゃ、ないです」

　想い人からの誘いを断れず、了承の言葉を口にしたのだった。

　その『お出かけ』とやらによって、恋心がさらに大きくならないことを願いながら。





　＊






　土曜日。夕方になると、果絵は藤堂との待ち合わせ場所であるマンションの最寄り駅へと向かった。待ち合わせスポットである大きなオブジェの側に立ち、藤堂を待つ。すると……。

「果絵さん！」

　いつものようにラフな服装の藤堂が、急ぎ足でやってきた。ラフと言っても、ブランドものなのだろうことがひと目でわかる質がよいものだ。それを、今日もセンスよく着こなしている。

　果絵は自身のプチプラのワンピース姿を顧みて、少しばかり……ではない引け目を感じてしまった。

（変な格好ではないと思いたいけれど、もっといい服で来ればよかったかな。だけどこれからもなにがあるかわからないし、贅沢なんて……）

　そんなことを考えながら、果絵は内心煩悶する。

「……素敵だ」

　ふと、藤堂の口からそんな言葉が零れた。

「え？」

「いや……。そのワンピース、よく似合ってる。すごく綺麗だ」

　綺麗だ、なんて言われてしまった。これは誰がどう聞いても褒め言葉というものだ。藤堂の顔を見るとその表情は真剣なもので、冗談を言っている様子ではまったくない。

「あ、ありがとうございます」

　果絵は戸惑い恥じらいながらも、内心の喜びを噛みしめた。

「じゃあ、行こうか」

「はい」

　藤堂とプライベートを過ごすことになるなんて、なんだか不思議だ。少しどころではなく、緊張する。

　店は駅の近くにあるらしく、徒歩での移動だ。並んで歩いていると藤堂が歩調を合わせてくれていることに気づき、果絵は少し頬を緩ませた。

「果絵さんの作る食事を見てると大丈夫かなと思うけど、一応。お魚とか、平気？」

「ふふ。大好きです」

　訊ねられ、果絵はそう返す。昔から、幸いなことに好き嫌いはまったくないのだ。だから生活が苦しい時でも、その季節に安価になる食材で凌ぐことができた。

「よかった。今から行く店、魚料理が美味しいんだよね」

「それは楽しみです。しっかりと味わって、藤堂さんに作る料理にも活かさないといけませんね」

「果絵さんの料理がこれ以上美味しくなるのか。それは嬉しいな」

　のんびりとした会話をしながら、夕暮れに染まる街を二人で歩く。

　好きな人と、ただ肩を並べて歩いている。それだけのことなのに、果絵の胸にはじわりと温かな気持ちが湧いた。

「さ、ここだよ」

　案内されたのは、一軒の小料理屋だった。その上品な店構えに、果絵は怖気づいてしまう。藤堂は慣れた様子で引き戸に手をかけ横に引く。するとからりと軽い音が響いた。

「いらっしゃい」

　軽やかな男性の声がかけられ、果絵はそちらの方を見る。するとカウンターの向こうに、板前らしき白髪の中年男性の姿が見えた。

「ああ、藤堂さん。もう予約の時間だったね」

「うん。個室を使ってもいいかな？」

「どうぞどうぞ」

　慣れた調子でやり取りをしつつ、藤堂は店の奥へと向かう。板前にぺこりと会釈をしてから、果絵も藤堂のあとに続いた。そして、想像よりも広々とした個室に入って席に着く。

「鱧のコースをお願いしてるけど、食べたいものがあったら追加で頼んでね。お酒は飲める？」

「ありがとうございます。鱧ははじめて食べるので、楽しみです。お酒は……外で飲む機会は少なかったですが好きです。割となんでも飲みます」

　無駄遣いができる生活ではなかったので、同僚との飲み会などにはほとんど顔を出していなかった。だけど飲酒自体は好きで、時々一人で晩酌などはしている。

「そっか、じゃあ日本酒でも頼もう」

「日本酒……。いえ、あの」

　メニューの価格を見て、果絵は目を白黒させる。ふだんであれば飲まないような値段の酒が、ずらりと並んでいたからだ。

「値段は気にしないでいいから」

　動揺する果絵に微笑んでから、藤堂は店員を呼んで日本酒の注文を済ませてしまう。やってきた日本酒を恐縮しながら口にすれば、それは甘く澄んだ味わいで非常に飲みやすい。

（……美味しい）

　胸の内でつぶやいて日本酒をちびちびと飲んでいると、お通しが運ばれてきた。綺麗な器に盛られたふきの煮物だ。

「わぁ、美味しそう」

　果絵はそれを目にして、ぱっと表情を輝かせる。自宅では調理する機会のない食材が出てくると、心が踊るものだ。

「食べて、果絵さん」

「はい、いただきます！」

　勧められて煮物に箸をつけ、できる限り丁寧な仕草で口へと運ぶ。すると、口中にふわりと爽やかなふきの香りが広がった。

「ふきって、こんなにいい香りがするんですね。お出汁も鰹がよくきいてて、すごく美味しいです」

「お通しでそんなに喜んでもらえたら、きっと大将も喜ぶよ」

「ふふ。本番のお料理も楽しみです！」

　和やかな会話を交わしていると、料理が次々に運ばれてくる。それを口にしながら日本酒を飲んでいるうちに、ふだんはあまり話さない果絵の身の上話に会話は及んでいった。

「果絵さんは前原くんを育て上げたんだよね。本当にすごいな」

「それは大げさです。母と一緒だから頑張れたんですよ」

　照れ隠しのために、果絵はくいと日本酒を呷ってしまう。こんなふうに雑に飲んではいけない価格帯のお酒なのだということは、喉に流し込んだあとに思い出した。

「それでもすごいよ。だって、十八歳の頃からだろう？」

「湊は頭がとてもいい子で、本人も大学進学を望んでいました。それを……叶えてあげたかったんです。大学を出て、藤堂さんのところに就職して。そんな湊を見ることができて、本当によかったです」

　果絵はそう言ってから、晴れやかな笑みを浮かべた。

「じゃあ、次は果絵さんの番だね」

「え……？」

　藤堂の言葉を聞いて、果絵はきょとんとしながら首を傾げる。

「前原くんは立派に育った。果絵さんもそろそろ……自分自身の幸せを考えてもいいんじゃないかな」

　続けて、藤堂はそんなことを口にした。

「私の幸せ、ですか」

「『幸せ』と言うと漠然としすぎているかな。自分自身の将来の夢に向けて邁進するとか……そういうこと。僕にできることがあるなら、サポートもするよ」

　酒盃の縁につけられる、藤堂の美しい唇。それを見つめながら、果絵は思考を巡らせる。

　自身がどんなふうに、未来を生きていきたいのか。それはまだ、ぼんやりとしたままだ。十八歳からの日々があまりにも怒涛すぎてそれを考える余裕がなく、余裕ができた矢先に会社をクビになってしまった。未来の展望は、未だ宙に浮いている。

　父の会社が倒産するまでは、幼いなりに将来の夢があったような気がする。しかし遠い昔のことすぎて、今では思い出せなくなってしまった。

　果絵は眉間に皺を寄せつつ、つけダレに鱧の湯引きを浸してから口にした。淡白で柔らかな身は、刻んだ柚子の皮が入った爽やかなつけダレととても合っている。そのさっぱりとした美味しさに、果絵の表情はふわりと緩む。

「ごめん。そもそも、俺がどうこう言うことじゃなかったね」

　眉尻を下げつつ申し訳なさそうに言われて、果絵は首を横に振った。

「いえ、将来のことを考えないといけないなとは思っていたので。目標を見つけられるように頑張ります」

「そっか、応援してる」

　少しほっとした様子で、藤堂は口元に笑みを浮かべる。そんな彼に、果絵も微笑んでみせた。

「あっ、そうだ。短期で達成したい目標として、今の物件を引っ越したいというのがありました。嫌な思い出が残る前の職場も近いですし、住心地がいい物件ではないので」

　身近な目標のことを思い出し、果絵はそれを藤堂に話す。

「今って、どんな物件に住んでるの？」

　藤堂の表情が、にわかに険しいものになる。果絵はそれを目にして、首を傾げた。

「えっと……緑西町の木造アパートです」

「待って。女性の一人暮らしなのに木造アパート？　オートロックなんてないよね？　まさか、一階じゃないだろうね。しかも緑西町って飲み屋街がかなり近くなかった？」

　矢継ぎ早にまくし立てられ、果絵は少し驚く。

「オートロックはないですけど、さすがに二階ですよ。築四十年でボロボロですし、壁も薄いですけれど。飲み屋街が近いのは……時々酔った方が家の側を通るくらいで、そこまで支障はないです」

「それは、心配だな」

　藤堂はつぶやくと、深いため息をついた。その心配で仕方ないという様子に、果絵はくすりと笑ってしまう。

「藤堂さんは、意外に心配性なんですね」

「女性がそんな危険なところに住んでたら、心配に決まってるでしょう。男の一人暮らしとは、話がまったく違うんだから」

　長く住んでいたためにすっかり感覚が麻痺していたが、藤堂の言う通りなのかもしれない。そんな反省をしながら、果絵は日本酒を口にする。実は湊にも、何度も引っ越すように言われていたりもするのだ。

「藤堂さんのところのお給金がいいおかげで、すぐに引っ越し資金も貯まりそうなので。次はちゃんと、オートロックがついた物件に引っ越しますね」

「うん、そうして。いや、いっそうちに住めばいいんじゃないかな」

「……え」

　唐突に落とされた爆弾発言に、果絵は間の抜けた声を漏らしてしまった。そんな果絵の様子に気づいた藤堂は、頬を赤くしながらぱっと自らの口元を押さえる。今のは、意図して言った言葉ではなかったのだろう。

（と、藤堂さんには他意はないわ。お部屋があんなに余ってるんだから、そんなことをついつい言ってしまうこともあるよね）

　動揺が心拍数を押し上げ、果絵の顔は真っ赤になっていく。果絵は動揺に駆られるままに、手元の酒盃をくいと呷った。頭がくらりとした気がしたけれど、裕馬の言葉による動揺が強くそちらにまで気が回らない。動揺をごまかすために、果絵はさらに日本酒を口にする。すると、思考がふわりと滲んでいった。

「そ、それはダメですよ。あのお部屋の家賃なんて、折半でも払えませんから」

　できる限りの平静を装いながら、果絵は断りの言葉を口にする。すると藤堂の眉尻が、大きく下がった。

「……そっか」

「……う」

　どうしてそんな、悲しそうな顔をするのだろう。こんな様子を見せられると、淡い『期待』を持ってしまいそうになる。

　──藤堂の気持ちが果絵にあるのではないかという、そんないけない期待を。

　藤堂を真剣なものへと変え、しっかりと果絵を見据える。

「果絵さん。俺はね──」

　真顔のまま、藤堂がなにかを言おうとした時。

「──う、あ」

　体がぐらりと傾ぎ、果絵はそのままテーブルへと突っ伏してしまった。

「あえ……？　ふらふら、します」

　体の自由が利かず、ろれつも上手く回らない。思考がふわふわと宙に浮いたようで、それが気持ちよくもある。

「……ふふ」

　果絵はテーブルに顔をつけたままでへらりと笑う。

「果絵さん！」

　そんな果絵の側に、藤堂が慌てて駆け寄った。

「果絵さん……結構ハイペースで飲んでたからな。タクシーを呼んでもらって……こんな状態の果絵さんを自宅に帰すのは心配だな。ひとまずうちに帰ろう」

「タクシーですか？　私、歩けますよ？　お酒ももっと飲みたいです」

「歩けないから。それにもう飲んじゃダメ」

　明らかに酩酊している果絵に藤堂は諭すように言うと、店主に声をかけ配車の手配をはじめる。そんな藤堂の後ろ姿を、果絵はぼんやりとしながら見つめていた。

　頼りになる、大きな背中。それを見つめていると、胸がぽかぽかと温かくなった。

「果絵さん、もうすぐタクシーが来るからね」

　配車を終えた藤堂が果絵のもとへと戻り、優しく背中を擦る。頼りになる手のひらの感触を感じながら、果絵はくすくすと笑った。

「大丈夫？　果絵さん」

　藤堂の端正な美貌が近づき、果絵を心配そうに見つめる。間近にある美貌に、果絵はうっとりと見惚れた。

「ふふ。藤堂さんって、かっこいいですね」

　酔いのせいで理性の箍が外れ、ふだんは口にできない言葉が溢れ出す。それを聞いた藤堂の瞳が、大きく瞠られた。

「そ……そう言ってもらえるのは嬉しいけれど、できれば素面の時に言ってほしいかな」

「わかりました。酔ってない時に、たくさん言いますね」

　明るく言う果絵をしばしの間見つめてから、藤堂は小さく息を吐く。

「本当に言ってくれると、嬉しいんだけどなぁ」

　そして、しみじみとそうつぶやいたのだった。

　店に到着したタクシーに、果絵は藤堂に抱えられるようにして乗り込む。

「ふふふ、気持ちいいですねぇ」

　上機嫌な果絵の手が、しっかりとした感触のなにかに握られる。視線を送れば、果絵の手は藤堂の手によって握られていた。握られた手をしばし眺め、次に藤堂に目を向けてから、果絵は少し首を傾げた。

「手を握られるのは嫌かな？」

「嫌じゃないですよ？　嬉しいです」

　恐る恐るという様子で問われ、果絵は素直な気持ちを告げる。すると藤堂は、安堵したように微笑んだ。

　手を繋いで寄り添いながら、二人はタクシーの振動に揺られる。

（……夢みたい）

　そんなことをしみじみと思いながら、果絵は幸福な時間に身を任せた。
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　果絵を連れてマンションに帰り着いた裕馬だったが、そこからがまたひと苦労だった。猫のようにふにゃりと崩れ落ちそうになる果絵の体を、裕馬は必死に支えながら運ぶ。果絵は平均よりもかなり細身だが、力が抜けきった人体というものはそれなりの重さがあるものだ。苦労しながらようやくエレベーターに乗れば、果絵は裕馬にしなだれかかってきた。

（自身の酒の許容量を把握していなかったんだろうな。……申し訳ないことをした）

　赤い顔の果絵の様子を観察しながら、裕馬はそんなことを思った。果絵は外で飲む機会はあまりなかったと言っていた。家飲みと外飲みは、案外勝手が違ったりする。家では節制できても外では雰囲気に呑まれて飲み過ぎる……なんてことも、よくある話だ。

「か、果絵さん。大丈夫？」

「ん……う」

　問いかけると、悩ましげな呻き声で返される。

　ずるすると下がっていきそうな体を支えるために華奢な肩を抱けば、果絵の柔肌の感触がしっかりと伝わってきた。

（これは……神に理性を試されてるのかな）

　裕馬は内心そんなことを思いながら、肩を抱いていた手を背中に回して彼女の体をしっかりと支え直す。

「藤堂さん」

「なにかな、果絵さん」

「呼んだだけです、ふふ」

　いつもは凛としており自立した大人の女性という風情の果絵だが、今は子供のように無邪気な様子だ。

　裕馬の胸に頬を擦り寄せながら、彼女は嬉しそうに笑う。その隙だらけの様が愛おしく思えて、抱きしめたい衝動が湧き上った。

　自身の部屋の前へとたどり着き、裕馬は内心胸を撫で下ろした。あとは果絵をベッドに寝かせてから……非常に惜しいが別のベッドで眠るだけだ。

　今夜の果絵の態度は──裕馬に期待を持たせるに足るものだった。

　酔い潰れる前も、そのあとも。気のせいでなければ恋情を含む視線を向けられていたように思える。明日。果絵が平静を取り戻してから彼女の気持ちをたしかめようと、裕馬は心に決めていた。

　玄関のドアを開け、果絵を中へと運び入れる。このままベッドルームまで運び、彼女にまだ意識があるようなら水の一杯でも飲ませてから寝かせよう。

「果絵さん、しっかりして。ベッドまでもう少しだから」

　裕馬がそう声をかけた瞬間。果絵の体がぴくりと震えた。そして、ぎゅっとしがみつかれる。その果絵の反応に、裕馬は困惑した。

「果絵さん？」

「……まだ。しっかりしなくちゃダメですかね」

「え？」

「私、今まで頑張って……。お姉ちゃんだから、いっぱいしっかりしたと思うんです。まだまだ、しっかりじゃなきゃダメかな」

「……果絵さん」

　ぽろりと零れた、果絵の本音だろう言葉。それを耳にし、裕馬は大きく目を見開いた。果絵が弟を育て上げると決めたのはまだ十代の頃だ。果絵だって内心では誰かに甘えたかったのだろう。その心情を思うと、胸がぎゅっと締めつけられる。

（──この人が、愛おしい）

　自身のことを顧みず、真摯に他人に尽くせる女性。彼女が頼り、甘えてくれる唯一の存在になりたい。

（まだ、女性にこんな気持ちを持てるなんてな）

　昔大切だった人の面影が脳裏を過ったが、それは一瞬のことだった。

「果絵さん、俺の前ではしっかりしなくていいよ」

　裕馬は囁き、果絵の額に優しくキスをする。すると果絵は、涙を溜めた目を細めて嬉しそうに笑った。目が細められた拍子に、ころりと涙が転げ落ちる。頬を伝う雫を指先で拭うと、果絵は気持ちよさそうに吐息を零した。

「……本当に、甘えていいんですか？」

「うん、いっぱい甘えて。甘える君は、とても可愛い」

　頬にそっと触れれば、柔らかで繊細な感触が伝わってくる。これ以上触れていると我慢ができなくなりそうだったので、裕馬は手を引こうとする。しかしその手を引き止めたのは……果絵の手だった。

「可愛いなんて、嬉しいです」

　果絵は甘い声音で囁くと、裕馬の手のひらに口づけた。柔らかな唇が手のひらを撫で、その動きは何度も繰り返される。その感触は背筋をぞくりと揺らした。

「果絵さん、そんなことをされると我慢ができなくなるから」

「我慢、しなくていいのに」

　果絵は拗ねたように言うと、大きな瞳で裕馬を見つめた。

「果絵さん……」

　果絵は男女の付き合いの経験がないらしい。この言葉は、酔いの影響で『覚悟』もなく口にしたものなのだろう。

「藤堂さんに、もっと甘やかされたいです」

　柔らかな断りの言葉を探している間に、果絵からの追撃が行われる。彼女は手のひらに頬を擦り寄せながら、上目遣いで裕馬を見つめた。

（酔っている彼女に手を出すなんて、いけないことだってわかってる。だけど……こんなの我慢できるわけないだろう）

　懸命にねじ伏せていた獣欲は、果絵の無防備によって剥がされてしまう。

「……甘やかして、いいの？」

　裕馬は熱い吐息とともに、そんな言葉を口にしていた。

「……たくさん甘やかしてください」

「責任はちゃんと取るから」

「……責任？」

　果絵は不思議がる顔で首を傾げる。そんな果絵の頬に口づければ、彼女はくすぐったそうに笑った。

「うん。ちゃんと付き合って、君を幸せにしたい」

　心からの言葉を口にしながら、果絵の細い首筋に唇をつける。白い肌を軽く吸い上げれば、果絵の唇からはふっと小さな息が零れた。

「ふふ。藤堂さんでもそんな冗談を言うんですね」

「冗談じゃないから」

　きっぱりと言い切ってから横抱きで抱き上げれば、きちんと食べているのか心配になるくらいに彼女の体はか細い。

「と、藤堂さん」

　浮遊感に驚いたのか、果絵が上ずった声を上げながら裕馬にしがみついてくる。そんな果絵の唇を、裕馬はそっと塞いだ。

　何度も唇を塞げば、果絵は慣れない様子でそれに応えてくれる。その様子からは嫌悪の類は感じられず、裕馬は胸を撫で下ろした。何度目かのキスのあとに唇を離し、果絵を見つめる。すると彼女は少し息を荒らげながら、潤んだ瞳で裕馬を見つめ返してきた。

「キス、嫌じゃなかった？」

「藤堂さんにされることは……ぜんぶ嫌じゃ、ないです」

　頬を赤らめながら、果絵はそう返す。天然でこの殺し文句を言っているのなら、小悪魔がすぎる。そんなことを思いながらもう一度唇を奪ってから、裕馬は小さな耳に唇を寄せた。

「藤堂じゃなくて、裕馬って呼んでほしい」

「え……」

「呼んで、果絵さん」

「裕馬、さん」

　困惑しながらも、果絵は裕馬の名前を呼ぶ。それをたしかに耳にした裕馬は、満足げな笑みを浮かべた。
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　抱き上げられて寝室まで運ばれ、丁寧な動作で柔らかなベッドに体を下ろされる。ぼんやりとした意識の中視線を上げると、そこには欲が滲む表情の藤堂──いや。裕馬がいた。

（これは夢、よね）

　こんな都合のいい現実があるはずない。あったとしても、自身に訪れるはずがない。手を伸ばして触れた裕馬の頬は温かく、生々しい実存感がある。首を傾げながら何度も頬を撫でていると、その手に大きな手を重ねられた。強い酩酊感の中でもその手の熱さが明瞭に感じられ、果絵はさらに首を傾げた。

「……果絵さん」

　果絵の名を呼んでから、裕馬が顔を近づけてくる。反射的に目を閉じれば、唇に柔らかな感触が訪れた。その優しい感触は何度も唇に訪れ、どんどん深く合わされていく。

「んっ」

　唇の隙間から、裕馬の舌が忍び込んで歯列を舐め取る。その生々しい感触にびくりと身を震わせると、取鎮めるように優しく首筋を撫でられた。少し乾いた手のひらに肌を擦られれば甘やかな感覚がじんと湧き立ち、背筋をじわりと痺れさせる。

　裕馬の舌が狭い口中へと進み、粘膜を緩やかな動きで舐め取られた。

　はじめての濃蜜な交歓に戸惑いつつも、舌を伸ばしてそれに応える。舌同士が触れ合う鮮烈な感触に怖気づきそうになるが、引っ込めようとした舌は裕馬の舌に捕らえられてしまった。

　息苦しくなり荒い呼吸を零していると、唇を離した裕馬に優しく頭を撫でられる。

「果絵さん。鼻でゆっくり息をして」

「んぅ……」

「……難しいか」

　慣れない様子の果絵を目にして、裕馬は楽しそうに笑う。

「は、はじめてなので。ごめんなさい」

「謝らないで。俺がぜんぶ教えるから、ゆっくりと覚えていこう」

　裕馬は優しい口調で言うと、ふたたび唇を触れ合わせた。舌同士での触れ合いがまたはじまり、果絵は教えてもらった通りにゆっくりと鼻で息をする。すると息苦しさが和らぎ、今度は口づけに没入することができた。

「ん、んっ。あ……っ」

「果絵さん、いい子。可愛い」

　口づけの合間に、甘やかす声がかけられる。その言葉に心が蕩かされ、胸がじんと熱くなった。

（……夢でもいい。この時間が、終わらないでほしい）

　裕馬のシャツを指先で掴んですがりつけば、優しく頭を撫でられる。その手はするりと果絵の首筋を撫でてから、ワンピースの背中ファスナーに触れた。

「あ……」

　小さな音を立てて、背中のファスナーが開かれていく。緊張で身を強張らせると、安心させるように額に口づけをされた。肩からワンピースが落とされ、地味なデザインのブラジャーが露わになる。『こんなこと』になる想定はしていなかったし、そもそも高い下着など持っていない。恥ずかしくなって下着を手で隠そうとすれば、その手は裕馬の手によってそっと掴まれてしまった。

「ゆ、裕馬さん」

「隠さないで」

「ですが、その。恥ずかしくて」

「下着も胸も、素敵だよ」

　裕馬はくすくすと笑いながら、果絵の下着越しの胸に大きな手で触れた。

「あ……」

　柔らかな肉が、手のひら全体を使うようにして優しく揉み込まれる。風呂の時などに自身で触れても、なんの感覚も湧かない場所だ。そのはずなのに、裕馬に触れられると甘い感覚がたちまち湧く。そのことに戸惑いながら裕馬を見つめれば、優しく唇を啄まれた。

　裕馬の手がブラジャーをずらし、その内側へと忍び込む。肌同士の生々しい接触に、果絵はふるりと身を震わせた。

「……柔らかい」

　ぽつりと、裕馬の唇からそんなつぶやきが零れる。恥ずかしくて身を捩ろうとしても、大きな体に覆い被さられているためにその試みは上手くいかなかった。

　果絵の胸は、平均よりも大きい。その大きな胸が裕馬の手の中で形を変える様は、自身の持ち物とは思えないくらいに卑猥なものに見える。それを目にしていると羞恥がかき立てられ、同時に官能も刺激された。

　乳首がつんと尖り、この行為が気持ちいいのだと主張する。

「可愛い」

　裕馬はそう言ってふっと笑うと、胸の頂を口に含んだ。温かな口内に包まれ、舌が乳首を撫でた。

「や、あっ」

　裕馬は果絵の快楽を引き出すように、頂を丁寧に舐め、吸い上げる。果絵は裕馬の頭を抱きしめながら、与えられる刺激に悶えた。

「っ……！　やっ、ああっ」

「果絵さん、可愛い声だね」

　時折かけられる声音は甘やかで、それすらも快楽の鍵となる。果絵が背筋を震わせながら軽く達すると、裕馬は嬉しそうに笑った。

　ワンピースとブラジャーは取り去られ、果絵はショーツとストッキングだけの姿にされていた。

「ごめん。……破くかも」

　裕馬はそう言いながら、ストッキングに手をかける。そして少し性急な手つきで、ショーツごと脱がせていった。ストッキングの脆弱な布地はその途中で、裕馬の宣言の通りに裂けてしまう。裕馬はそれを見て眉尻を下げた。安物なので気にしないでほしいと言いたかったが、そんな余力は果絵にはなかった。

　取り去られるショーツという最後の砦を見送り、真っ赤になりながら羞恥を堪える。とうとう果絵は、裕馬の手により一糸纏わぬ姿にされてしまった。手で体を隠そうとしても、すべてが隠れるはずもない。手の隙間からは白い胸の肉が零れ、下も上手く隠せているとは言えない。そんな姿が男の劣情を煽ることに、果絵はまったく気づいていなかった。

「綺麗だね、果絵さん」

　裕馬はそう言いながら、うっとりとした表情で目を細める。

「あ、あの。あまり見ないでいただけると……」

「こんな綺麗なもの、見ないのは無理」

　きっぱりと言い切ってから、裕馬は自身のシャツを脱ぎ去っていく。均整の取れた美しい上半身が露わになり、果絵は目を泳がせてしまう。果絵の様子を見た裕馬はくすりと笑うと、頬にそっと口づけをしてきた。唇は何度か頬に訪れ、首筋へと移る。そしてぺろりと、首筋を舐め取られた。

「んっ……」

　首筋に舌を這わせ、肌を吸い上げながら、裕馬は果絵の下腹部へと手を伸ばす。そして……。

「あっ……！」

　すでに湿りを帯びている、果絵の花びらにそっと指を触れさせた。表面を優しく撫で上げられると、背筋にぞくりと甘い感覚が走る。その感覚をさらに引き出そうとするように、裕馬は優しく指を動かした。

「ま、待って。裕馬さん。ああっ！」

　果絵は白い裸体を跳ねさせた。裕馬は嬉しそうに目を細め、花びらの上部にある『しこり』へと指先で触れる。

「待って、待って。や、あんっ。あっ！」

　そこに触れられた瞬間に立ち上った強い感覚。果絵の体は、それに揺らされてしまう。強すぎる刺激に目の前がちかちかとし、なにも考えられない。

「ゆ、まさん。ゆうまさんっ……」

　快楽を与える元凶である裕馬に救いを求めるようにすがりつきながら、果絵は甘く鳴く。蜜壺の奥からとろりと蜜が滲み、その雫は裕馬の長い指に掬い取られた。

「果絵さん、もっと声を聞かせて」

　裕馬は囁きながら果絵の花びらを開き、隘路へと指を進めた。はじめて内側へと踏み込まれるその感触に、果絵はびくりと身を震わせる。

「裕馬、さん」

「怖がらないで、力を抜いて」

　優しい声を耳に吹き込まれて、果絵の体からはわずかに力が抜けた。

「じっくりと解すから」

『じっくり』。その言葉に、果絵はなんとなく嫌な予感を覚えた。ちらりと見た裕馬の顔に浮かんだ微笑みは美しく、まさに清廉というものだ。

「ひあっ！」

　優しげな微笑みを目にして、ほっとしたのも束の間。クリトリスを指の腹で強めに刺激され、果絵は小さな悲鳴を上げた。裕馬は刺激を与えながら、隘路へと指を一本ゆっくりと沈めていく。

「や、あっ。ああっ。ぁあんっ！」

　裕馬は果絵が善がるところを見つけてはそこを嬉しそうに……そして丁寧に刺激していった。クリトリスを擦られつつ、内側を解されるうちに、強い快楽に意識は呑まれ果絵は高い声を上げるばかりになる。

「本当に……君は可愛い」

　そんなことを囁かれれば体の熱はさらに上がり、隘路からは蜜が滲み出す。その蜜の助けを借りて、指は奥へと進んでいった。

　一本、二本と指は増え、果絵の内側を優しく拓く。最初は感じていた痛みはいつの間にか消え、じわりじわりと快感が湧き出した。その快感は、どんどん大きくなっていく。

　宣言の通りに、果絵の体はじっくりと時間をかけて拓かれていった。

「──ッ！」

　柔らかで濡れた膣内を指がゆっくりと、あやすように撫でる。抜き差しを繰り返されるたびに快感が湧き上がり、甘く体を震わせ、高めていく。

「や……。ああっ！」

　裕馬の指の動きに導かれ……果絵は声を上げながら達してしまった。他人の指で感じ、達するという経験はあまりにも鮮烈で、果絵は息を切らせながらしばしの間呆然とした。そんな果絵の頭を裕馬は優しく撫でてから、内側に収めていた指を引き抜く。

「果絵さん」

　名を呼ばれて裕馬を見れば、その表情からは思わず息を呑むような凄絶な色香が漂っていた。

「……いいかな？」

　裕馬はどこか切羽詰まった口調で訊ねながら、少し汗ばんだ果絵の額に唇を落とす。

　処女の身ではあるが、なにに対しての許可を求められているかの察しくらいはつく。果絵は頬を熱くしながら、こくりと小さく頷いた。すると裕馬は、心の底から嬉しいという笑顔を浮かべた。

　裕馬はまだ身に着けていたボトムスを脱ぎ捨てる。すると下着越しにくっきりと浮かび上がった、怒張した男性器が果絵の視界に入った。その大きさに、果絵は目を白黒させる。

（嘘。あんなに大きなのが……今から私の中に？）

　酔いも醒めそうなその大きさに、果絵はすっかり怖気づいてしまう。

「果絵さん、恥ずかしいから見ないの」

　裕馬はそう言いつつ照れくさそうにしながら、残っていたボクサーパンツを軽やかに脱ぎ捨てた。すると生々しい熱杭が、しなりながらその姿を現す。その全容を目にする前に、果絵は慌てて視線を逸らした。生々しすぎて、とても直視ができなかったのだ。そんな果絵の様子を目にして、裕馬はくすりと笑う。

「少しずつ、慣れていこうね」

「な、慣れるのでしょうか」

　悪戯っぽい声音で囁かれ、果絵は顔を真っ赤にしながら返す。

「慣れるよ。これからいっぱいするから」

　裕馬はそう言いながら、サイドテーブルの引き出しから取り出した避妊具を性器に被せた。

「これから、いっぱい……ですか」

「そう、いっぱい」

　くすくす笑いながら、裕馬は果絵に覆い被さる。大きな手が果絵の足に触れ、ゆっくりと開かせた。空気がひやりと秘部に触れる。『そこ』に裕馬の視線が集中するのを感じて、果絵は羞恥といたたまれなさが混じった心地になった。

「……見ないで」

　消え入るような声で果絵が言えば、裕馬は申し訳なさそうな顔になる。

「善処する」

　彼はそう言うと、蜜壺に熱杭を押しつけた。粘膜同士が触れ合う生々しい感触に果絵は戸惑い、裕馬を見つめてしまう。裕馬は安心させるように果絵に微笑みかけると、ゆっくりと腰を進めた。

「んっ……」

　狭い蜜口を、大きな先端が割り開く。その痛みに果絵は眉を顰めた。

「果絵さん、大丈夫？」

「だ、大丈夫です」

　痛みはあるが、耐えられないほどではない。それに……。

（裕馬さんは優しいから。私が痛がれば、きっと行為をやめてしまう）

　人生ではじめての、好きな人と繋がる機会。果絵はそれを逃したくなかった。この夜が裕馬の気の迷いで、二度と抱いてもらえないなんてこともあり得るのだから。その想像には心が痛むけれど、抱かれなかった時の後悔よりもいいと思った。

「あまりにもつらかったら、ちゃんと言ってね」

　裕馬は果絵の頬を気遣うように撫でてから、熱をさらに奥へと押し進めた。

　隘路が熱によって押し広げられ、今までの人生で感じたことがない種類の圧迫感が果絵を襲う。

「やぁっ」

「つらい？」

　心配そうに言いながら、裕馬は熱を引き抜こうとする。果絵は裕馬の腕に手を添えて、その動きを制した。

「平気、です。だって……裕馬さんの、ですから」

　好きな人と繋がるための痛みであれば、耐えられる。そんなことを思いながら果絵が微笑むと、裕馬の頬に朱が散った。

「……拷問かな」

　裕馬は絞り出すように、そんなことを言う。

「……拷問？」

　それを聞いて、果絵は首を傾げた。

「無理をさせたくないからゆっくり進めたいのに。そんな可愛いことを言われると、今すぐに貪りたくなる」

　激しい行為を連想させる言葉に、果絵の表情は少し引き攣ってしまう。

「大丈夫、そんなことはしないから。ちゃんと、優しくする」

　裕馬は安堵を誘うように微笑むと、果絵の胸にそっと触れた。

「ん、んっ」

　胸を揉みしだかれ、頂を優しく愛撫されて、果絵は小さな声を漏らす。裕馬の手の動きに夢中になっていると体からは自然に力が抜け、裕馬の熱が少し緩んだ隘路を少しずつ進んでいった。

　熱がこつんと最奥を叩き、体同士がぴたりと触れ合う。裕馬はふっと息を吐いてから、心配そうに果絵の顔を覗き込んだ。果絵は裕馬に『大丈夫だ』というように微笑んでみせる。

「裕馬さん。私は平気ですよ？」

「本当に？」

「はい、裕馬さんが優しいので。平気です」

「優しくできているのなら、よかった」

　二人は笑い合ってから、どちらともなく唇を寄せ合った。

「ん……っ」

　最初は軽く啄むだけだった唇同士の触れ合いは、次第に激しいものになっていく。舌を絡め合っているうちに腰のあたりが痺れたようになり、果絵はきゅうと熱を締めつけていた。すると内側にある熱杭の存在がより明瞭に感じられ、裕馬と繋がっているのだという実感がじわりと湧く。

「果絵さん、動いてもいいかな？」

「大丈夫、です」

　果絵の承諾を耳にした裕馬は、内側をじっくりと味わうような動きで腰を動かす。

「ん、あっ」

　熱で内側を擦り上げられ、果絵はくぐもった声を漏らした。苦しくて、少し痛くて。だけど、その奥に甘い熱がたしかに生まれているのを感じる。

　結合部からくちゅりと淫靡な水音が立ち、それを聞いていると耳まで犯されているような心地になる。

「裕馬さん、裕馬さんっ……」

　名前を呼びながら裕馬に抱きつけば、優しい力で抱きしめ返された。そして力強く、体を揺さぶられる。

「あっ、ああっ！　あっ……！」

　最初は小さなものだった快楽の火は裕馬に揺さぶられるたびに大きくなっていき、果絵の体を熱していく。

「果絵、さん」

　裕馬の声にも余裕の色がなく、それが行為に没頭している証のようで果絵は嬉しくなった。

「果絵さん、平気？」

　果絵を穿ちながらも、裕馬は時折気遣う声をかけてくる。

「いえ、とても……きもちい、ので」

「……ほんと、可愛いな」

　正直な気持ちを伝えると、頬を赤くした裕馬が小さな声でそうつぶやいた。そして、頬に何度も優しい口づけが落ちてくる。

「あ、んっ」

　緩急をつけて腰を動かされて嬌声を漏らせば、もっとと言わんばかりにさらに内側を擦り上げられた。

　裕馬に求められることが嬉しくて、果絵の瞳には涙がせり上がり、頬を伝って流れていった。

「裕馬さ、あ、あああっ！」

　最奥を突き上げられ、果絵はあられもない声を上げながら高みに達した。汗ばんだ裕馬の体にしがみつきながら、果絵は何度も身を震わせる。

「果絵さん……っ」

　数度抽送を繰り返したあとに、裕馬も果絵の名を呼びながら小さく体を震わせた。彼は避妊具の薄皮の中へと精を放ち、名残惜しげに果絵の内側から熱を引き抜いた。熱が抜け落ちる感覚に、果絵は喪失感を覚える。

　胸を上下させながら息を切らせる果絵の頬を、裕馬の手が優しく撫でた。視線を動かせば、慈しみに満ちた表情の裕馬と目が合い、微笑まれる。

「果絵さん。大好きだよ」

　甘やかな声で囁かれると、胸に大きな幸福感が満ちた。

「私もです……裕馬さん」

　笑みを浮かべながら言う果絵の唇を、裕馬の唇がそっと塞ぐ。唇同士の触れ合いは繰り返され、濃厚なものへと変わっていく。

「果絵さん。また……いいかな？」

　熱のこもった視線で見つめられ、果絵は一も二もなくこくりと頷いた。





　＊






　窓から差し込む陽の光が、まぶたを刺激する。なんだか重たいまぶたを開けると、そこは見慣れた部屋だった。掃除のために日々立ち入っている、裕馬の寝室だ。

（どうして、ここで寝てるんだっけ。それにこの服、なに……？）

　身を起こしてから自身が全裸の上に男物のワイシャツだけを纏っていることに気づき、果絵は激しく混乱した。続けて強い頭痛を覚え、額を手のひらで押さえる。スマートフォンで時刻を確認するともう昼を回っており、体の節々がなぜだか痛んだ。

（昨夜、食事をして。それから……）

　断片的ながらも少しずつ昨夜の記憶が蘇り、同時に果絵の顔色は真っ青になっていった。

（酔った勢いで、雇い主とあらぬ関係になるなんて。どうしよう。どうしたら、いいんだろう）

　自身を律せなかったせいで、とんでもないことになってしまった。そんな重苦しい後悔の念が、胸をたちまち満たしていく。

「ひとまず、謝罪をしないと……！」

　今日は日曜日で、裕馬の出社の予定はないはずだ。彼は別の部屋にいるのだろうかと思いながら果絵はベッドを出ようとする。その時。股になにかが挟まっているような違和感を覚え、果絵は顔を顰めた。

「……あ」

　昨夜、裕馬の『あれ』がそこを出入りしたからだろう。原因に思い至り、果絵は頬を熱くする。

　痛みや羞恥心を頭を振って振り払い、果絵は自身の衣服を探す。しかし昨夜自身が着ていた衣類は、この部屋にはないようだった。

　仕方なしに着せられていた男物のシャツ一枚を引っ掛け、覚束ない足取りで各部屋を見て回る。そんな果絵の足元に、ささみが「ニャア」と鳴きながら柔らかな体を擦り寄せてきた。

　ささみをしばらく撫でてから捜索を再開したが、裕馬の姿はどこにもない。どうしたものかと途方に暮れていた時……。玄関ドアの開く音がした。

　疲労や痛みで動かしづらい体に鞭を打ちながら、果絵は玄関へと向かった。

「果絵さん、起きて大丈夫なの？　ゆっくり寝ていてよかったのに」

　よろけながら廊下を歩く果絵を目にして、玄関に立った裕馬は驚き顔になる。そして、果絵の体を支えようと手を伸ばした。

「藤堂さん、申し訳ありませんでした！」

　裕馬の手が届く前に、果絵は謝罪をしながら勢いよく頭を下げる。

「……果絵さん、頭を上げて。それに、藤堂じゃなくて裕馬と呼んでと言ったよね？」

　少しの間ののちに優しい声でそう言われおそるおそる頭を上げると、片手に収まるくらいのサイズの可愛らしい花束が視界に入った。果絵は目を丸くしながら、それを見つめてしまう。

「果絵さん、花は好き？」

「はい、大好きです」

　種類に詳しいわけではないが、仕事の帰りに時々買うくらいには好きだ。経済状況的に、安いものしか買えなかったが。それでも心が慰められた。果絵の言葉を聞き、裕馬は柔らかな笑みを浮かべる。

「そっか、よかった。よければもらってくれるかな」

「え……ですが」

「もらってくれるとすごく嬉しい。君にあげたくて、浮かれた気持ちで買いに行ったものだから」

「浮かれて……？　わ、わかりました」

　戸惑いながら花を受け取り、その香りをすんと嗅ぐ。すると甘やかな香りが鼻腔に舞い込んだ。

「……いい香り」

　芳しい花の香りに、果絵は表情を緩める。果絵の表情が和らいだのを目にして、裕馬はほっとしたように息を吐いた。

「それで、果絵さん。どうして謝罪なんてしたの？」

「理性を失って、あんなことになってしまったので。クビも覚悟しています」

「……クビ？」

　裕馬は驚きという表情で目を瞠り、果絵を見つめた。なんだかいたたまれない気持ちになり、果絵は視線を床へと落としてしまう。

「……ご迷惑をかけてしまい、本当に申し訳ありません」

　果絵は消え入るような声で、また謝罪をした。職員室に呼び出されて叱られる生徒のような、そんな心地だ。

「迷惑だなんて思ってない」

　裕馬は囁くと、果絵の頬にそっと触れた。そして優しく上を向かせる。裕馬の整った顔が間近にあり、そんな場合ではないとわかっているのに果絵はときめきを覚えてしまう。

「それどころか……嬉しかった」

　続けられた裕馬の言葉を聞いて、果絵は目を瞠った。

「嬉しい、ですか？」

　裕馬の大きな瞳を見つめながら、果絵はぽつりと漏らす。果絵の言葉を受けて、裕馬は大きく頷いた。

「想い人とああなって、嬉しくないわけがないでしょう。果絵さんが酔っていない時にちゃんと気持ちを確かめてからすればよかったとか、もっと優しくできたんじゃないかとか、そういう後悔はあるけどね」

「藤堂さん……」

　これは本当に、現実なのだろうか。裕馬に『ああなれて嬉しい』と、そして『想い人』だと言われたのだ。

「裕馬、でしょう？」

「裕馬、さん」

　拗ねたように言われて、果絵は慌てて名前を呼び直す。

　『裕馬』と呼ぶことには、まったく慣れない。これから慣れていくのだろうかと、果絵はぼんやりと考えた。

（これは現実、でいいのよね？）

　夢心地のまま裕馬を見つめていると、微笑まれて額に優しいキスをされる。たしかに感じる柔らかな唇の感触に、これは現実なのだという実感がようやく湧いた。同時に、頬を一筋の涙が伝った。

「……あ」

　果絵はその涙を、慌てて花束を持っていない方の手で拭う。けれど涙は止まることがなかった。

「果絵さん、大丈夫？」

「ごめんなさい……嬉しくて、涙が」

　心配をされ慌てて返せば、裕馬は安堵したように微笑む。そして、指先で果絵の涙を拭っていった。

「今までたくさんの苦労をしてきた果絵さんを、俺は全身全霊で甘やかしたい。君を幸せにしたいんだ。果絵さん、俺と付き合ってほしい」

　真摯に愛の言葉を告げられ、果絵の心臓は大きく跳ねた。果絵も裕馬のことを想っているのだ。素直にこの告白を受け入れてしまいたい。けれど……。

「その、私も裕馬さんが好きです。だけど、私では裕馬さんに釣り合わ──」

　言葉がすべて零れる前に、唇を塞がれる。果絵が驚きに目を瞠っている間にも、キスは何度も繰り返された。

　最後に長めのキスをしてから、裕馬はゆっくりと唇を離す。そして、果絵を強い視線で射抜いた。

「『はい』以外は聞くつもりがないから。俺は果絵さんじゃなきゃ嫌だ。いいね？」

　裕馬の表情は柔らかなもので、だけど口調は有無を言わさぬものだ。

「……裕馬さん」

「俺じゃ、嫌かな？」

「そんなわけないです！」

　顔を上げると、悪戯っぽく笑う裕馬が目に入った。

「じゃあ、今日から俺たちは恋人同士だね」

「そ、そうですね」

「よし、言質は取った」

　裕馬は楽しそうに笑いながら、果絵の体を強く抱きしめる。その腕の力強さや逞しい体の感触は昨夜の行為を想起させ、果絵の頬を一気に熱した。

「……その格好って目の毒だよね」

　果絵の背中をひと撫でしてから、裕馬がぽつりとそう言った。謝らなければと必死だったせいで忘れていたが、人様の家で下着も着けずワイシャツ一枚でいるのだ。はしたない格好をしていることを今さらながらに自覚し、果絵の顔はさらに熱くなる。羞恥に耐えきれずに裕馬の胸にぎゅうと顔を押しつけると、優しく頭を撫でられた。

「ゆ、裕馬さんが着せたんですよね？」

　寝ぼけながら、自分で着替えたということはないだろう。これを着せた犯人は一人しかいない。

「うん、俺が着せた。風邪をひくといけないと思って」

「昨夜、私が着ていた服は……」

　昨夜着ていたワンピースや下着は、少なくとも部屋にはなかった。あったらとっくに、そちらに着替えている。

「ワンピースはクリーニングに出して、下着類は洗濯機で回してるところだよ」

「えっ。裕馬さんが下着を……？」

　裕馬が下着に触れる光景を想像してしまい、果絵の顔は真っ赤になった。

「過剰に見たり、触れたりはしてないからね！　本当！」

　そんな果絵を目にして引いたのだと勘違いしたらしい裕馬は、慌てた様子で言い募った。あまりの慌てぶりに、果絵はくすりと笑ってしまう。

「裕馬さんが変なことをしたとは思ってないです。ちょっと恥ずかしいなとは思いましたけど」

「そっか……」

　裕馬は安堵の滲む表情で言うと、ほっと息を漏らした。

「しばらくはそのままで我慢してね。寒くはない？」

「はい、それは大丈夫です。空調が効いていますから」

　マンションは猫を飼っていることもあって、二十四時間空調が効いている。だから暑かったり寒かったりということはない。

「よかった」

　裕馬はそう言うと一旦身を離し、果絵の体を軽々と抱き上げた。

「ひゃっ！」

「……昨夜は無理をさせたし、ご飯を食べさせてゆっくり寝かせなきゃいけないってわかってるんだけど。俺のシャツを着てる君を見て、正直興奮してる」

「──ッ！」

　明け透けに言われて、果絵はどうしていいのかわからずうろたえてしまう。

「あの、裕馬さん。私、体とかあそことか……少し痛くて」

「うん、わかってる。だから……果絵さんが痛がらない場所に触れるだけ」

「触れる、だけ」

「体が痛くなるようなことは絶対にしない。ダメかな？」

　好きな人に可愛いおねだり顔で言われてしまうと、果絵には逆らう術なんてない。果絵がこくりと頷けば、裕馬は嬉しそうに破顔した。そのまま長い足を動かして、寝室……ではなく浴室の方へと向かう。

「寝室じゃなくて、お風呂ですか？」

「うん。汗を流さないと気持ち悪いよね？　一緒に入ろう」

「……一緒にですか」

　昨夜はじめて行為というものを経験し、今朝人生初の彼氏ができたばかりなのだ。経験値が皆無に等しい果絵に、男性と一緒に入浴なんて行事はまだまだ荷が重すぎる。

「お風呂は一人で入ってもいいですか？　さすがに、恥ずかしいので」

「一緒に入りたい。……ダメ？」

　またおねだりをされ、果絵は言葉に詰まってしまう。ふだんはきちんとしている裕馬がこうして子供っぽい様子を見せるのは、果絵が『恋人』になったからだろう。それを思うと嬉しいが、明るい場所で裸を見せる勇気はまだない。

「ダメです。ベッドで待っててください！」

　果絵はそう言いながら、裕馬の腕から必死に脱出をする。そして、そそくさと脱衣所へと逃げ込んで扉を閉めた。扉は内鍵がかかるタイプで、それにほっとしながら果絵は鍵を締める。脱衣場にあるドラム式の洗濯機の中では果絵の下着らしきものがほかの洗濯物と一緒に回っていて、それを目にした瞬間先ほどの羞恥が蘇った。

「……一緒に入りたかったのに」

　扉の向こうから裕馬の不満げな声が聞こえて、罪悪感がちくちくと刺激される。しかし果絵は、頭を振って心を鬼にした。

「あの、こういうことにはまだ慣れていないので──」

「じゃあ、早く慣れようね」

　裕馬はそう言うと、くすりと小さく笑う。

「……が、頑張ります」

　そうは言ってみたものの、未来永劫慣れる気がしない。裕馬と一緒に入浴する光景を想像してしまい、果絵は顔を真っ赤にした。

「寝室で待ってるから。ゆっくり入ってからおいで」

　彼の気配が扉から離れ、遠ざかっていく。そのことにほっとするのと同時に、少しばかり寂しい気持ちになる。

（裕馬さんと、お付き合いか。なんだか……まだ現実感がないな）

　そんなことを思いながら纏っていたワイシャツを床に落とすと、体中に情交の痕が散っている。それを目にして、果絵は頬を赤らめた。

（まさかこんなことになるなんて）

　浴室に入り、シャワーのコックを捻る。適温のお湯に体を打たれながら、果絵はほうと息を吐いた。

　風呂から上がったら、裕馬との『触れ合い』が待っている。今度は酔いに任せてではなく、正気での触れ合いだ。想像だけで体が緊張し、怖気づいてしまいそうになる。けれどその恐れの奥に……たしかな『期待』もあった。







　浴室から出てから寝室に向かうと、ベッドに腰を下ろした裕馬が待っていた。彼は果絵を目にすると、嬉しそうに笑う。

「おいで、果絵さん」

　大きく手を広げられ、果絵は躊躇しながらそれを見つめてしまった。すると裕馬の表情が、悲しそうなものになる。

「嫌かな？」

「嫌じゃないです！　だけど……」

「だけど？」

「今は酔ってませんし、恥ずかしくて」

　はにかみながら果絵が言うと、裕馬はベッドから立ち上がる。彼は果絵に近づき、その体を優しく腕の中に閉じ込めた。

「はぁ、可愛い」

　抱きしめる腕の力を強めながら、裕馬はしみじみと言う。その言葉を聞いて、果絵はむず痒いような心地になった。

「か、可愛くはないかと思います」

　果絵は異性から『可愛い』と言われたことがない。どちらかといえば『近づきづらい雰囲気がある』などと言われることが多い。気が強そうに見える顔立ちなので、きっと生意気なふうに見えるのだろう。できる限り柔らかな印象に見えるようにメイクを工夫してはいるのだが、なまじっか元の顔立ちがはっきりしているために工夫が功を奏しているかは怪しいところだ。

「ううん、果絵さんは可愛い」

「ひゃっ！」

『可愛い』と囁きながら、裕馬は果絵の耳に舌を這わせる。その突然の行為に、果絵は小さな悲鳴を上げた。

「ほら、可愛い声。もっと聞かせて、果絵さん」

「待って、裕馬さん」

「待たない。好きだよ、果絵さん」

「──ッ！」

　『好き』と囁かれた瞬間、体からふにゃりと力が抜けてしまった。昨夜もさんざん言われた気がするが、酩酊していたためにそれは薄い膜一枚を張ったような夢にも似た記憶だ。素面の時に告げられたそれは昨夜のものとは比べ物にならないくらいに鮮烈で、果絵の胸に強く響いた。

　顔を真っ赤にしながら見つめれば、噛みつくように唇を塞がれる。同時にワイシャツのボタンに手をかけられ、裕馬の手によって容赦なく前が開かれていった。

「あ……っ」

　大きな手で胸を包まれ、果絵は小さく声を上げた。柔らかな肉が丁寧に、優しく揉みしだかれる。

「んっ、やぁ」

　舌を吸い上げられながら胸の頂を指先で転がされ、果絵は甘えるような声を漏らしてしまう。それが嬉しかったのか裕馬はくすりと笑ってから、硬くなった乳頭を指先で摘んで軽く引っ張った。その強い刺激に、果絵の体はびくりと震える。

（きもち、いい）

　頭の奥がじんじんと痺れ、膝から崩れ落ちそうになる。そんな果絵の腰をしっかりと腕で支えてから、裕馬は唇を離した。すると唇の間に、銀色の糸がつうと引かれる。卑猥な糸は裕馬の指で拭われ、舌でぺろりと舐め取られてしまった。その淫靡な光景を見ていられずに、果絵は目を泳がせた。

「あっ」

　裕馬は果絵を横抱きにすると、ベッドへ歩を進める。気軽に果絵を抱えてしまう裕馬は、ずいぶんと力持ちのようだ。

「裕馬さんって、力持ちですね」

「意識のある人間を運ぶのは、コツさえ掴めれば楽なものだよ。意識が朦朧としてたりすると、ちょっとだけ大変だけど」

　裕馬はそう言ってから、なぜだかおかしそうに笑う。その意味がわからずに、果絵は首を傾げた。

「ま、そんな話よりも……」

　ベッドに丁寧に下ろされ、上から伸し掛かられる。裕馬の瞳に、明確に宿る欲。それを感じ取り、果絵はこくりと唾を呑んだ。

「触るだけ……ですよね？」

「うん、触るだけ。無理はさせないし、痛がるところには触らない」

　ふわりと笑ってから、裕馬は果絵の手をそっと取る。そして、手の甲に優しく口づけた。そんな気障な仕草も様になっており、果絵は思わず見惚れてしまう。

　中途半端に体に纏わりついていたワイシャツが剥ぎ取られ、果絵はなにも纏わぬ姿にされてしまった。裕馬の手が胸に伸び、壊れ物を扱うようにそっと触れる。彼は手のひら全体を使うようにして、ゆっくりと胸を揉みしだきはじめた。その手つきは優しく、けれど確実に果絵に快感を与えるものだった。

「ん、んっ。あっ」

　裕馬の手つきに引き出されるように、唇から声が零れた。声には明らかな甘さが宿っており、それを聞いた裕馬の口元には嬉しそうな笑みが浮かぶ。

「果絵さん、気持ちよさそうだね」

「はい。とっても……気持ちいいです」

　素直な気持ちを口にすれば、裕馬の頬が赤くなる。彼は大きな息を吐くと、片手で自身の口元を押さえた。

「裕馬さん？」

「ずるい、可愛すぎ。素直すぎて、少し心配になる」

「心配、ですか？」

「そんなに可愛いと、ほかの男に目をつけられないか心配になるでしょう！」

　裕馬は少し乱暴な口調で言ってから、果絵の胸に顔を近づける。そして……。

「でも……。もっともっと、気持ちいいって思わせたくなるな」

　囁くと、胸の頂にある薄紅色の蕾を口に含んだ。舌先で優しく蕾を舐め取られると、果絵の体には甘い感覚が広がった。

「あっ……！　んんっ！」

　裕馬の舌が動くたびに、体に快感が湧き立つ。果絵は身を捩り、跳ねさせ、甘い声を上げた。

「待って、待って。裕馬……さんっ」

「待たない」

　笑い含みに言ってから、裕馬は乳房に軽く歯を立てる。柔らかな肉に白い歯が食い込み、薄い歯型を残した。

「噛んじゃ、やです」

「ごめん。美味しそうだったから」

　涙目で不満を零せば、楽しそうにそう返される。裕馬は歯型にキスをしたあとに、なだらかな腹へと唇をつけた。

「あっ……」

　肌を強く吸い上げられ、果絵は小さく声を漏らす。裕馬は白い肌にいくつかの赤い痕を散らしてから、今度はそっと舌を這わせた。

「んっ」

　舌で肌を撫でられると、淡い快感が湧き上がり体中に広がった。裕馬の唇や舌は、愛撫を繰り返しながら下へと下りていく。

「あ、ダメです！」

　果絵が裕馬の意図に気づいた時には、もう遅かった。裕馬の唇は果絵の花びらへ触れ、クリトリスを吸い上げる。

「ひっ！　あ、あっ！」

　突然訪れた強い刺激に、果絵は叫びにも似た嬌声を上げた。

「ダメ、ダメです。裕馬、さん。汚いです、から……っ」

「綺麗だし、とても美味しいよ？」

　とんでもないことを言ってから、裕馬は果絵の蜜壺を口で刺激し続ける。

　クリトリスを優しく……けれど執拗に何度も吸われ、舌により花びらを丁寧に嬲られる。蜜と唾液が絡み合い、粘度の高い水音が淫靡に部屋に響いた。

　果絵の胸の内で気持ちよさと罪悪感が綯い交ぜになり、少しずつ気持ちよさの方が大きくなっていく。

「裕馬さん、待ってっ……。あ、あっ」

「果絵さん、可愛いね」

　体を跳ねさせながら感じる果絵を嬉しそうに眺めながら、裕馬は口淫を続ける。その丁寧な奉仕は、果絵の体を高みへと導いていった。

「裕馬さ……っ。ああっ！　やぁんっ！」

　強くクリトリスを吸い上げられ、果絵は一際髙い声を上げながら背を反らした。蜜口からはどろりと濃い蜜が溢れ、裕馬はそれを美味しそうに吸い上げる。

　──恥ずかしいのに、拒めない。それどころか、もっとほしいと思ってしまう。

「や、あ。あっ……っ！」

　果絵はそんな自分に戸惑いを感じながら、さらに与えられる口淫によってまた声を上げた。

　蜜壺はすっかり蜜で蕩けきり、蜜口は物欲しげにひくひくと震える。愛撫で柔らかくなった蜜口へ裕馬は舌を挿し込み、内側を優しく舐め上げた。

「あん……あぅ。あ……っ」

　すすり泣きのような喘ぎを上げながら、果絵は身を震わせることしかできなくなる。

「これは、堪らないな」

　裕馬は蜜壺からようやく口を離すと、過ぎた快楽で呆けた果絵の顔を欲がこもった瞳で見つめた。

「ゆうま、さん」

　けほりと小さく咳き込んでから、果絵は裕馬の名前を呼ぶ。声を上げすぎて、少しばかり喉が痛かったのだ。

「なに？　果絵さん」

「あの。したいんじゃ……ないですか？」

　言いながら、果絵は裕馬の下腹部に視線を落とす。そこはすっかり立ち上がり、ボトムスの前を押し上げていた。

「それは当然そうだけど。でも、つらいでしょう？」

　裕馬は恥ずかしそうに頬を赤くしながら、自身のそれを果絵に見えないように手で覆う。そんな裕馬を目にして、果絵はくすりと小さく笑った。

「一回くらいなら、大丈夫です。たぶん」

　たしかに、処女を失ったばかりの体には多少の痛みや気だるさは残っている。けれど……。

「私も、裕馬さんとしたいですから」

　それらを押し殺してでも、愛しい裕馬と繋がりたいと思ったのだ。

「いいの、かな」

　気遣いと期待がせめぎ合う表情で、裕馬は眉尻を下げる。

「は、はい」

「……じゃあ、お言葉に甘えて」

　裕馬は甘い声で言うと、果絵の頭をひと撫でする。そして、額に優しいキスをした。果絵は柔らかな唇の感触を、うっとりとしながら受け止める。

「絶対に優しくするから、安心して」

「ふふ。知ってます」

「優しくはするけど……。痛かったら、ちゃんと言ってね」

「はい。ちゃんと言います」

　裕馬は何度も、気遣う言葉を果絵にかける。

　こんな裕馬だからこそ、体を預けられるのだ。そんなことをしみじみと思いながら、果絵はのしかかってくる熱い体に身を任せた。
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　裕馬と付き合うことになった、その翌日。

「湊に報告しないわけには、いかないよね」

　自身のアパートでスマートフォンを見つめながら、果絵は小さくつぶやいた。本来なら今日は出勤日なのだが、『慣れないこと』をした果絵の体のことを考えて裕馬が休みにしてくれたのだ。

　覚悟を決めてアプリを立ち上げ、深呼吸をしてから報告のメッセージを打ち込む。

　『裕馬と付き合うことになった』と送信すると、メッセージの返信……ではなく即座に電話がかかってきた。果絵は少しばかり慌てながらスマートフォンを手に取り、通話ボタンを押す。

「も、もしもし。湊？」

『姉さん、社長と付き合うって本当？』

　湊の声音は、少し聞いただけでわかる明るいものだ。弟はこの付き合いに賛成なのだろうとその声音から察し、果絵は胸を撫で下ろす。この付き合いは身分が違いすぎる。もしかすると反対されるかもと危惧していたのだ。

「うん、そうなの。……湊、今仕事中なんじゃないの？」

『大丈夫、昼休憩中だから！』

　言われてみれば、電話の向こうは少し騒がしいように思える。湊は、どこかの食事処にでもいるのかもしれない。

『姉さん、おめでとう。よかったね。社長はいい人だから安心だよ』

「ありがとう、湊」

『幸せになってね』

　気の早い弟の言葉に、果絵は少し苦笑をする。付き合いはじめて、まだ数日も経っていないのだ。

「それはまだ、気が早いかなぁ」

　裕馬と幸せになりたい気持ちは当然あるが、この付き合いがこれからどうなっていくかはまだわからない。

（……またなにかが起きないとも、限らないし）

　不幸がなにも起きないと疑わずに、この幸せに身を浸すことは難しい。『なにか』が起きた時に心が折れないようにと、どうしても身構えてしまうのだ。父の会社が倒産した頃からの不幸の積み重ねが、そんな心の作用を起こさせる。

『姉さん。マイナスなこと考えてるでしょ』

　勘がいい弟は呆れたような声音で言うと、電話の向こうで小さく息を吐く。

『きっと、大丈夫だから』

　そして、果絵を励ますようにそう言った。

　弟に気遣わせてしまったと、果絵は内心反省をする。そして……。

「そうだね、きっと大丈夫」

　心の底からの大きな願望が混じった言葉を、つぶやいた。
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　雇い主から恋人に変わった裕馬は、溢れんばかりの愛情を果絵に与えた。毎日毎日告げられる『好き』や『可愛い』に、恋愛沙汰に慣れていない果絵はいつも照れてしまう。そんな果絵を見つめる裕馬の表情には『愛おしい』とでかでかと書いてあり、それを目にしてまたくすぐったい気持ちになってしまうのだ。

　付き合いがはじまってから、果絵と裕馬はできる限り食事をともに摂ることになった。そしてそのまま裕馬のマンションに泊まり、行為をすることが常となっていた。

「果絵さん。ここには、いつ引っ越すの？」

　訊ねながら、裕馬は果絵が感じるところを探りながら腰を動かす。果絵の細い腰はしっかりと裕馬の手に掴まれており、熱杭は容赦なく最奥を刺激している。果絵は浴室の壁にもたれかかりながら、熱い吐息を零した。

　最初は恥ずかしかった一緒の入浴にも、少しずつだが慣れてきた。そして、入浴中にはじまる……今日のような行為にも。

　明るい場所で交わることへの羞恥はあるが、裕馬にねだられるとついつい流されてしまう。秘しているところが見えてしまう、後背位での行為に関してもそうだ。強い恥じらいを覚えながらも、裕馬に残念そうな顔をされると受け入れざるを得ない。

　これが惚れた弱みかと考えているうちにいつの間にか伸びていた裕馬の片手がクリトリスを撫で、果絵はさらに与えられる快感に体を跳ねさせた。裕馬は指先でクリトリスを何度も転がし、内と外からの快感を果絵に与える。

「や、あ。あんっ！　そんなふうにいっぱいされると、お話、できないですっ」

「それもそうか」

　裕馬は笑い含みに言うと、クリトリスをもうひと撫でしてから指を離す。果絵は少しほっとしながら、口を開いた。

「付き合いはじめてまだ日も浅いですし、いきなりここには……っ。住め、ないっ、です」

　息も絶え絶えという様子で言葉を口にすれば、背後で裕馬が小さく息を吐く気配がした。

「……どうしても？」

「……う」

　悲しげに問われて、果絵は言葉に詰まってしまう。

　裕馬と付き合いはじめてから、二ヶ月だ。当然のことながら、同棲するにはまだ早いと果絵は感じている。しかし裕馬は、違う考えのようだった。

「俺は早く、引っ越してほしいんだけどな。果絵さんと暮らしたいのもあるけれど、やっぱりあのアパートは危ないと思うし」

　付き合いはじめてすぐの頃に、裕馬は果絵のアパートを訪れた。そしてその顔色を一気に青ざめさせたのだ。

『果絵さん、ここはダメだ。女の子の一人暮らしなのに、鍵がひとつしかついてないし。外の塀を使ったらベランダに侵入できそうだし……』

　長年住んだ住居に対して真顔で数々のダメ出しをされて、果絵は苦笑いをしたものだ。しかしセキュリティなんてものは二の次になってしまうくらいに、果絵は貧しかったのである。

「あのアパートの壁の薄さだと、遊びに行った時にこういうこともできないしさ」

　裕馬はそう言いながら、濡れた膣壁を熱杭で擦り上げた。熱で感じることを覚えた果絵の体は、その動きで素直に感じてしまう。蜜がとろりと溢れ、逞しい熱の抽送を助けた。繰り返される激しい熱の抜き差しに果絵の体はあっという間に高められ、熱を帯びていく。

「ふ……んんっ。やあっ」

　甘い声を上げる果絵の背中に、裕馬はゆるりと舌を這わせる。その淡い刺激にも敏感な体は感じ、内側にある熱を甘く締めつけた。締めつけたことにより熱の形をはっきりと感じ取ることになり、その大きさに改めて驚きを感じる。

（こんなに大きなものが内側にあるなんて……本当に不思議）

　愛おしい熱の存在を感じながら、果絵はほうと吐息を零した。

「あっ、あっ。やぁっ……！」

　熱杭を押しつけるようにして最奥を刺激され、果絵は喘ぎを上げる。喘ぎは浴室に反響して大きく響き、果絵の羞恥を激しくかき立てた。自らの口を塞ごうとしても不安定な体勢ではそれはままならず、声は零れっぱなしになってしまう。

「気持ちいい？」

「は、はい。きもちい、です。ああっ！」

　訊ねられて素直に答えれば、ご褒美とばかりに熱を激しく抽送される。膣壁を甘く刺激されると腹の奥がじんと甘くてどこか重たい疼きを訴え、果絵は堪えきれずに高い声を零した。

「ほんと、素直で可愛い」

　吐息混じりに囁きながら、裕馬は果絵の腹を手のひらで撫でる。その動きは、薄い腹の下にある自身の熱の存在を確認しているかのようだった。裕馬の手は上へと進み、果絵の胸へとたどり着くと柔らかな肉を優しく揉みしだいた。手の動きに合わせて乳房は自在に形を変え、その様子は目を逸らしたくなるくらいに卑猥に見える。

（恥ずかしい。だけど……）

　──はしたないと思っているのに、その猥雑さに興奮してしまう。

「んっ……。やあっ。んんッ！」

　甘く濡れた膣壁を擦り上げられながら胸の頂を摘み上げられると、頭の先まで痺れてしまうような快感が背筋に走った。その快感は理性を蕩けさせ、果絵は無意識にもっとほしいとねだるように腰を動かしていた。

「ゆうまさ、ん。いっぱい、すぎて。あっ、ん」

「気持ちよさそうだね。もっと、いっぱい触ってあげようか」

　裕馬は耳元で囁くと、耳裏をねっとりと舐め上げ、耳を少し強めに噛む。さらに加わった刺激にどうしていいのかわからなくなり、果絵は身をくねらせた。しかし裕馬の責めから逃れることなどできず、快楽に悶えるばかりになってしまう。

「可愛い、果絵さん」

　熱のこもった口調で言いながら、裕馬は腰の動きを速める。擦り上げられるたびに愉悦は増し、果絵は裕馬の熱によって絶頂へと導かれていった。

「や、あっ。ああっ！」

　快楽が弾け、意識が真っ白になる。

　高い嬌声を上げながら、果絵は大きく背を反らした。その白い背中に唇を落としながら、裕馬も小さく身を震わせる。自身の内側にある熱の脈動。そして、耳に届く裕馬の荒い息遣い。それらから彼も達したのだと察しながら、果絵も息を乱した。裕馬のものが隘路から抜け落ち、まだ硬さが残るそれが素肌に当たる。先ほどまで内側にあったその存在が愛おしく思えて無意識に手を伸ばして触れようとすると、「こら」と笑い含みに叱られてしまった。

「ゴムなんて着けずに……果絵さんの中に直接出せればいいのにな」

　裕馬はそんなことをつぶやきながらコンドームを性器から外し、ゴムの口を縛る。

「中、に？」

　自身の内側に注がれる裕馬の精液で、胎が満たされる。そんな想像をしてしまい、果絵は頬を赤らめた。

「いや、そのね。無責任なことをしたいわけじゃないよ？　俺は今すぐにでも果絵さんと結婚したいから子供ができるのは大歓迎だけど……互いの同意ってものがやっぱり大事だとは思うし」

「け、結婚」

「うん、俺はしたい」

　きっぱりと言い切られ、果絵は目を瞬かせた。

　果絵と裕馬は、付き合ってから日が浅い。なのにも関わらず、同棲の件も含めて裕馬の口から出る言葉は二人の未来を示唆するものばかりだ。

「裕馬さんって、もしかして気が早い……？」

　呆然としながら果絵がつぶやけば、裕馬はにこりと笑った。

「それだけ、果絵さんのことが好きなだけだよ」

　裕馬の顔は笑っているが、その目には真剣な光が宿っている。

　──どうやら想像していた以上に、自分は裕馬に好かれているらしい。

　そのことに戸惑いを感じながら裕馬を見つめていると、「可愛い」と囁く彼に唇を塞がれてしまった。
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　今日も裕馬のマンションへ出勤──昨夜もここに泊まりだったので厳密に言うと出勤とは言えないのだが──した果絵は、部屋の掃除をしていた。裕馬は名残惜しそうにしながらも出勤していき、マンションには果絵一人である。

　広いリビングに掃除機をかけていると、足元にすりすりとささみが纏わりつく。ささみは猫にはめずらしく、掃除機の音を怖がらない。怖がらせてストレスをかけないでよいことにはほっとはするが、じゃれつかれると掃除がはかどらないのでこれはこれで困ったものだ。

「ささみ、掃除中だから。ね？」

　猫に言っても仕方がないと思いつつも、ささみに優しく声をかける。するとささみは『ニャン』と小さく鳴いて果絵から離れた。そして、ブックシェルフへぴょんと身軽に飛び乗る。その拍子に、何冊かの雑誌が床へと落ちた。雑誌が落ちる音に驚いたささみは、ものすごい速さで廊下へと逃げていく。果絵は苦笑しながら、そんなささみを見送った。

「もう、ささみは仕方ないな」

　そんなことをぼやきつつ、果絵は雑誌を拾い上げる。雑誌はどれも数年前のもので、コレクション的な意味合いが強いのだろうと果絵は感じた。その一冊の間から……ひらりと一枚の写真が落ちた。何気なくそれを拾い上げ、果絵は驚きに目を瞠る。

　写真には……裕馬と女性が肩を寄せ合うようにして映っていた。裕馬の表情は明らかに相手に気を許したもので、二人の関係性を示唆している。

　女性は裕馬と並んでも見劣りをまったくしない美女で、二人は非常にお似合いに見えた。

（これって……彼、女？）

　──二股。二番目の女。浮気……ではなく、自分が浮気相手。

　嫌な想像が次々に、脳裏を過っていく。写真の男女の笑顔から目を逸らせず食い入るように眺めてしまい、心がぎしぎしと嫌な音を立てる。

（本当に……綺麗な人。それに、表情が自信に満ちてる。きっと、私よりも魅力的な人なんだろうな）

　いつも自信なさげな自分と堂々とした笑顔の美女を比べてしまい、果絵の心は沈んでいく。

　裕馬のあの笑顔が、優しさが、愛の言葉が。ほかの人間に向けられているとは思いたくない。けれど写真の中の二人は、何度見ても幸せそうだった。

　しばしの思考ののちに……果絵はふるふると首を横に振った。

（ううん。裕馬さんが二股なんてするはずがない）

　写真はおそらく、以前付き合っていた恋人のものだろう。だから、数年前の雑誌に写真が挟まっていたのだ。きっとそうに違いない。自身を納得させるために、果絵は胸の内で何度もそう繰り返した。

（この方とは、別れているとして。今も彼女を想っているから写真を部屋に置いている……わけじゃないよね？）

　先ほどとは別種の不安が浮かび、果絵はそれを懸命に振り払った。

（裕馬さんは素敵な人だ。だから、私よりも『前』があって当たり前。その頃のものが、たまたま残っていただけ）

　震える手で、写真を雑誌に挟み直す。そして、ブックシェルフに元通りになるようにしまった。

（……そう、だよね？）

　深呼吸をする果絵の足元に、廊下から戻ってきたらしいささみが身を擦り寄せる。そんなささみを抱き上げて優しい温かさに縋るように、果絵はその小さな体を抱きしめた。







三章








　その日の夕方。果絵は買い物を済ませてから、街を歩いていた。裕馬のマンションで使う食材は基本的にはネットスーパーで買っているのだが、買い足したいものが都度都度出てしまう。そんな時だけ、こうしてマンション近くのスーパーへ買いに出ているのだ。

　今日はやや早い時間に帰宅した裕馬は、自宅で持ち帰りの仕事をしている。『果絵さんといたかったから、早めに帰ってきた。ゆっくりと一緒に過ごそう』と無邪気な様子で言う裕馬に果絵がときめいたことは、言うまでもない。

　少し悩みはしたが、部屋で見つけた写真のことは裕馬に話していない。

　終わっていることをわざわざ突くような、重たい女にはなりたくなかったのだ。

（……いえ。訊く勇気がないだけね）

　ただ一言、『この人は誰ですか』と訊けばいいのだ。それだけで、果絵の心の中にある曇りは恐らく払われる。けれど、その一言を発することが難しい。

　雑踏の中、食材が入ったビニール袋を揺らしながらマンションへの帰途に就く。マンションとスーパーは目と鼻の先で、マンションはすぐ目の前に見えている。少し暗い気持ちで黙々と足を動かしていると、後ろからポンと肩を叩かれた。

（誰だろう？）

　首を傾げながら振り返った果絵は、目を瞠りつつ身を強張らせる。そこには……前の会社を果絵が辞める原因となった、野々宮が立っていたのだ。野々宮はこんな時間から酔っているようで、整ってはいるがどこか粗野な印象を与える顔を真っ赤にしていた。彼の勤務態度は不真面目なものだったなと、果絵はぼんやりと思い出す。社長の息子だから、なにをしても許されていたが。

「よ、久しぶり」

「……お久しぶりです」

　彼と話すことなどないとは思ったが、反射的に返事をしてしまう。すぐにでもこの場を立ち去りたかったが、野々宮の様子を見るにそれは難しそうだ。

「前原、仕事辞めてからなにしてんの？　生活に困って……はなさそうだな」

　野々宮は果絵を上から下まで無遠慮に眺めてから、少し面白くなさそうに言った。近頃の果絵は、裕馬が買い与えてくれた服を着ることが多い。果絵が遠慮をしても、裕馬が似合いそうだと思った服をどんどん買い足してしまうのだ。なので一見してわかるくらいに、身に着けているもののグレードは上がっていた。

「ずいぶんといいものを着てるけど、風俗の仕事でもしてるのか？」

　野々宮はにやりとやらしい笑みを浮かべると、果絵の腕をぐっと掴んだ。

「どこの店に勤めてるのか教えろよ。俺が行ってやるからさ」

　失礼なことを言いながら、野々宮は果絵に顔を近づけてくる。酒臭い息が顔に吹きかけられ、果絵は思い切り顔を顰めた。

「そんなこと、してません！」

「まぁまぁ、隠すなよ。店じゃなくてラブホでもいいぞ。そっちの方が、むしろ安く上がっていいか」

「やっ……！」

　身の危険を感じさせることを口にしながら、野々宮は果絵の腕を強く引っ張り歩きはじめる。足を踏ん張り抵抗をするが男の力には逆らえず、果絵は引きずられるように歩くことになってしまった。通行人たちは遠巻きに見ているものの、誰も助けてくれる気配はない。

　果絵は必死に、掴まれていない方の手をバッグに突っ込みスマートフォンを取る。そして、助けを求めるために裕馬に通話を繋いだ。

『もしもし、果絵さん？』

　すぐに裕馬の声が聞こえて、果絵はほっと胸を撫で下ろす。

「ゆ、裕馬さん助けてください。今、スーパーの帰りでマンションの近くに──きゃっ！」

「おい。どこにかけてんだよ」

　自身の危機を伝えようとした瞬間。スマートフォンは奪われ、通話は切断されてしまう。続けて端末を地面へ叩きつけられ、果絵の顔は蒼白になった。

「これで誰にも、連絡を取れないな」

　地面に転がる液晶に大きなひびが入ったスマートフォンを目にして、野々宮はにやりと醜悪な笑みを浮かべる。

　会社という枠組みの中にいる時には、同僚がさりげなく野々宮を引き離してくれたりのフォローがあった。だから野々宮も、ここまでの強硬な態度には出なかったのだろう。しがらみのない状況で接した野々宮の性質の悪さに、果絵の体は震え出す。

（──連れていかれるわけにはいかない）

　連れていかれれば、どんなことをされるかわからない。果絵は必死に、野々宮から逃れるために身を捩った。

（どうしてこんなことに）

　やはり自分は、幸せにはなれないのだろうか。『不幸体質』は一生付きまとうものなのか。そんなことを考えてしまい、果絵は涙目になる。

「助けて……！」

　周囲に助けを求めても、戸惑うように目を逸らされるばかりだ。世間というものはこうも冷たいものなのかと、少しばかり恨みがましい気持ちになってしまう。面倒事に巻き込まれたくないという気持ちも、痛いくらいに理解はできるが。

「大人しくついて来い！」

「……連れて行かせるはずないだろう」

　野々宮の怒声に、聞き慣れた声が被せられた。そして、後ろから強く肩を抱かれる。その拍子に野々宮の手は果絵の腕から離れ、果絵はほっと胸をなでおろした。

（来て、くれた）

　振り返ると、そこには怒りを表情に滲ませながら野々宮を睨みつける裕馬が立っていた。頼りになる存在を目にして、果絵の体からは一気に力が抜ける。

「裕馬さん……！」

　果絵は身を震わせながら、裕馬の体にしがみついた。

「果絵さん、大丈夫だから。すぐに見つけられてよかった」

　裕馬は果絵に微笑みかけ、震える肩を優しく擦る。その頼りになる手の感触を感じながら、果絵はこくこくと何度も頷いた。

「なんだ、お前は……！」

　裕馬の登場に困惑していた野々宮だったが、気を取り直したように声を荒らげる。そんな彼をしばしの間見つめてから、裕馬はすっと目を細めた。

「ノノミヤ電子の副社長さん……だっけ」

「なっ。なんで俺のことを！」

　裕馬の言葉に、野々宮は驚き少し後ずさりをする。

「前に、パーティーで会ったよね」

「パーティー……？」

　野々宮は裕馬の顔をじっくりと見たあとに……ハッとした表情になった。その顔からは一気に色が失われていく。

「嘘だろ。トウドウテクノの……」

　そして、呆然とした様子でそうつぶやいた。

　果絵がもともといた会社は、ノノミヤ電子というＩＴ系の会社だった。その業務の多くは、大手の下請け業務である。ノノミヤ電子の事務をしていた果絵だったが、トウドウテクノとの間に取引はなかったと記憶している。会社同士のパーティーで顔を合わせただけ……それだけの関係に違いない。

　ただし。ノノミヤ電子にとってトウドウテクノとの縁は、喉から手が出るくらいにほしいものであるはずだ。

「俺の大事な果絵さんに暴力を振るおうとするなんて……どういう了見かな」

　裕馬はそう言いながら、地面に落ちた果絵のスマートフォンを拾い上げる。そして、割れた液晶を目にして眉を顰めた。

「大事な？　え？」

　野々宮はうろたえながら、果絵と裕馬に交互に視線を送る。

「果絵さんは俺の恋人だ」

　裕馬がきっぱりと言うと、野々宮は零れ落ちんばかりに目を瞠った。その額や頬には、大量の汗が伝いはじめる。

「その、その女が藤堂社長の関係者とは知らず……。本当に申し訳ありません！」

　いつも果絵のことを見下していた野々宮が、泣きそうな顔をしながら裕馬に謝罪している。その姿を目にしても、哀れだとは思っても果絵の溜飲が下がることはなかった。

「……その女？」

　裕馬は片眉を上げて訊ねながら、野々宮のことを睨めつける。野々宮は一瞬言葉に詰まったあとに、「いえ、前原さん……です」と慌てて言い直した。

「そもそもが、だ。人に暴力を振るうこと自体がおかしい。果絵さんの解雇に関しても、濡れ衣を着せての不当解雇だったと聞いている。君はどれだけ、卑劣な人間なんだ」

「ぐっ……」

　鋭い言葉を容赦なく叩きつけられ、野々宮の表情は苦痛に歪む。しかし言い返すこともできず、視線を地面へと落としてしまった。

「いずれ御社に、果絵さんの解雇の件も含めて抗議に伺おう」

　裕馬の言葉を聞いて、野々宮は絶望の表情になる。野々宮はとてもプライドが高い男だ。自身の失態が社内に知れ渡ることは、耐え難いだろう。野々宮はまた謝罪のような言葉を口にしていたが、裕馬がそれを聞くつもりはないようだった。

　裕馬はしっかりと果絵と手を繋ぎ、ついでとばかりに買い物袋を受け取る。そして、マンションに向かって歩き出した。

「果絵さん、大丈夫だった？」

「はい、裕馬さんが来てくれたので。……ご迷惑をおかけしました」

　果絵はそう言うと、表情を曇らせた。

　必死な気持ちで助けを求めてしまったが、逆上した野々宮が裕馬に対して暴力を振るおうとする可能性は十二分にあったのだ。軽率なことをしてしまったと、果絵は猛省した。

「迷惑じゃない。いつでも呼んで。果絵さんの窮地に間に合わないのは、絶対に嫌だから」

　裕馬は真剣な表情で果絵を見つめ、きっぱりと言う。それを聞いた果絵の頬は、熱くなった。

「は、はい」

　果絵が頷けば、裕馬は安堵したように微笑む。

「スマホも買い替えないとね。すぐにショップに行こう」

　裕馬は大きな吐息を漏らしてから、果絵の手を強く握り直した。

「……無事で、よかった」

　絞り出すような彼の声を聞いて、果絵の胸はぎゅっと締めつけられる。

（大事に、されてる）

　裕馬の手をそっと握り返し、肩を並べて歩きながら、果絵はゆるりと口元を緩めた。
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　果絵と裕馬が付き合いはじめて、そろそろ四ヶ月。写真の件は果絵の心の隅に引っかかってはいたが、思い出す回数は確実に減っている。それは裕馬が毎日、惜しみない言葉や態度で愛を示してくれるからだろう。

（大丈夫、愛されてる）

　裕馬から愛を伝えられるたびに、果絵の疑念はふわりと薄れていく。

　このまま写真のことは思い出さなくなり、気にもしないようになるのだろう。そんなふうに、楽観的に考えられるようにもなってきた。それはいい傾向だと、果絵は感じている。

　今日の果絵も、いつものように裕馬を玄関まで見送ったのちにハウスキーパーとしての業務に就いていた。

「よいしょっと」

　部屋の掃除をひと通り終わらせたので、広いベランダの清掃を開始する。デッキブラシを使って清掃をする果絵の姿を、部屋にいるささみがガラス越しに追いかけてくるのが目に入った。その愛らしい姿に、果絵はくすりと笑ってしまう。

「ふぅ」

　清掃も一段落ついたので、ベランダから見える街を眺めながらうんとひと伸びをする。すると、爽やかな風が頬を撫でながら通り抜けた。

「うん、いい日」

　ぽつりとつぶやいてから、果絵はささみがベランダに出ないように気をつけながら室内に戻った。するとささみが、すりすりと足元に纏わりつく。柔らかな体を抱き上げてから、果絵はささみの爪が伸び気味であることに気づいた。

「ささみ、爪を切ろうね」

　果絵がそう声をかけると、ささみは少し嫌そうに「ニャア」と鳴く。しかしこれはささみのためだと、果絵は心を鬼にした。

（今晩は焼き魚と、肉じゃがと、人参と玉ねぎのスープと……。うーん、野菜のおかずがもう一品ほしいかな。浅漬けかおひたしでも作ろう）

　わずかな抵抗をするささみを膝に乗せて伸びた爪を切りながら、夜の献立のことを考える。

　そして……ささみの爪を切り終えた、ちょうどその時。玄関の扉が開く音がした。

（あれ、裕馬さん……？　今日はずいぶんと早いな）

　今日は平日で、時刻はまだ十四時である。裕馬は早く帰る時もあるが、それにしても早すぎる。果絵は首を傾げながら、けれど裕馬に会える嬉しさもあり軽快な足音を立てながら玄関へ向かった。

　果絵は玄関にいる人物を目にして衝撃を受け、目を瞠った。

　雑誌の間に挟まっていた、写真の女。その姿がそこにあったのだ。女を目にして、果絵の足元に纏わりついていたささみは全身の毛を逆立てる。それを見て「相変わらず可愛くない猫」と、女はつぶやいた。

「なに、貴女」

　女はそう言って果絵を一瞥すると、不快そうに眉を顰める。そんな女に、ささみがシャーッと威嚇の声を上げた。

　ささみと女の相性の悪さを感じ取り、果絵は慌ててささみを留守番用の部屋へと連れていく。そして玄関に戻ると女はすでにそこにはおらず、探してみると我が者顔でリビングのソファーでくつろいでいた。

　女は写真で見るよりも美しく、どこか威圧的な雰囲気を漂わせている。その側には大きな荷物があり、ここに『住み着く』つもりなのだと果絵は感じた。彼女は果絵の姿をじろじろと見てから、不快そうに鼻を鳴らす。

「えっと、どちらさまですか？」

　しばしの沈黙のあとに……。果絵は絞り出すように言葉を口にした。

「私？　裕馬の婚約者だけど。貴女こそ誰？」

　高圧的に言い返され、果絵は言葉に詰まってしまう。

　裕馬の──婚約者。

　その単語が頭の中をぐるぐると回り、どうしていいのかわからなくなる。

（裕馬さんに、裏切られていた？　それとも、この女性の虚言？）

　なにもかも、わからない。ひとつだけわかるのは、この女がマンションの鍵を渡されるくらいに裕馬と親しいということだ。

「ちょっと、なにか言いなさいよ」

　女は果絵に詰め寄り、睨めつけてくる。

『裕馬さんとお付き合いしている者です』

　その短い一言が言えずに、果絵は下を向いた。

　今までの人生で起きた数々の不幸が思い起こされる。続けて裕馬との幸せな日々が脳裏を過るが、それはどんどんぼやけていく。

　以前と比べて、後ろ向きになることは減ったと思っていた。裕馬が毎日、自信が持てる言葉を果絵にくれたから。その自信の根幹である裕馬が自分を裏切っているとしたら。そう思うと果絵の胸の内はかき乱され、千々に乱れていく。

　結局、果絵は絞り出すように……。

「ハウスキーパーとして、雇っていただいている者です」

　と、消え入るような声でそう言うことしかできなかった。
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（果絵さん、喜んでくれるかな）

　流行りのパティスリーの箱を持って、裕馬は帰路を急いでいた。箱の中にはケーキが二つ。ケーキを目にして喜ぶ果絵の姿を想像し、裕馬の顔はふわりと緩む。

　マンションのオートロックを通り抜け、エレベータに乗り、部屋の前へとたどり着く。

「ただいま、果絵さん」

　扉を開けながら、裕馬は室内に向けて自然と甘くなる声をかけた。ふだんなら、しばらくすると果絵がぱたぱたと足音を立てながらやってくるはずだ。しかし今日は果絵が現れる気配がない。その上……『久しぶり』に嗅ぐ香水の匂いが、ねっとりと鼻腔に纏わりついた。

（……この匂いは、まさか）

　裕馬は眉を顰めながら、足元に目を落とす。すると果絵は決して履かないだろう派手なデザインのパンプスが、無造作に脱ぎ捨てられていた。

　嫌な予感が胸を満たし、その予感は実体のあるものとして目の前に現れる。

「おかえり、裕馬」

　リビングの方向から現れたのは、裕馬の『元』婚約者だった。

「……瑠る生い」

　裕馬は三年ぶりに、その忌まわしい名前を口にする。

　──瑠生は、裕馬が大学生の頃から三年前まで付き合っていた女性である。

　しかし、三年前。裕馬と婚約中だった瑠生はほかの男と浮気をし、浮気相手の方を選んで去っていったのだ。その出来事は裕馬の心に、深く大きな傷を残している。瑠生のその行いのせいで、一時は重度の女性不信にもなったものだ。その人間不信は果絵の存在によって少しずつ癒やされていったが……。一度ついた傷がなくなることはない。

「どうして、ここに来た」

　瑠生に問いかけながらも、裕馬は内心気が気ではなかった。

（果絵さんは……どうしている？）

　部屋にいるのか？　瑠生がなにもしていないといいのだが。そんなことを思いながら視線を動かせば、その視線の先へと瑠生が移動する。そんな瑠生に明らかに迷惑だという顔をしてみせたが、彼女はどこ吹く風だ。

「裕馬、私との連絡手段をすべてブロックしてるでしょう？　だから直接来るしかなくて。また会えて嬉しい」

　ゆったりとした動きで側にやってきた瑠生が、自身に満ち溢れた美しい笑みを浮かべる。昔は魅力的に思えたその笑みを目にしても、今はなんの感情も湧かなかった。

（まさか、押しかけてくるとは。なんのために来たんだ？　乗り換えた男とケンカでもしたか……あるいは別れたか。鍵を替えておくべきだったな）

　裕馬はそんな後悔をしながら、軽く舌打ちをする。そんな裕馬の様子を目にして、瑠生はいかにも不満だという顔をした。

「彼女が帰ってきたのに、嬉しくないの？」

　捨てた男に対してずいぶん図々しいことを言うものだと、裕馬は呆れ返ってしまう。

「もう彼女じゃなくて他人だ。しかも、俺を捨てたのは君だろう？　通報されたくなければ、早く出ていってくれないか？」

　冷ややかに言って睨みつけると、瑠生は気分を害した顔をする。しかし次の瞬間には、取り繕うように顔に笑顔を貼りつけた。

「そんなことを言わないで、ちゃんと話を聞いてよ。私、裕馬の次に付き合った人にひどい目に遭わされたの。やっぱり、裕馬の方が──」

　瑠生はそう言いながら、手を伸ばして裕馬のシャツをついと引く。その手を、裕馬は顔を顰めながら勢いよく振り払った。

　今の裕馬には果絵という大事な存在がいるのだ。過去の亡霊に関わっている場合ではない。

　果絵を探して部屋へ行こうとする裕馬の前に立ち塞がったのは、不機嫌な様子の瑠生だった。

「待ってよ。そんなふうに冷たくしなくてもいいじゃない」

「……瑠生。果絵さんを見たか？」

　瑠生の言葉を無視し、裕馬は訊ねる。すると瑠生は、小さく首を傾げた。

「……かえさん？」

「女性が部屋にいなかったか？」

「ああ、あの冴えない家政婦さん？　泣きそうな顔で出ていったけど」

　瑠生はさも興味なさげに言う。その言葉を聞いて、裕馬は表情を強張らせた。

「出ていった？　お前が追い出したのか？」

　裕馬の表情が鬼の形相に変わり、それを目にした瑠生の表情は恐怖が滲むものとなる。

「婚約者だって言ったら、勝手に出ていったの！　あんな女のことなんて、どうでもいいじゃない！」

「……あんな女？　お前に、果絵さんをあんな女なんて言う権利はない！」

　裕馬らしからぬ荒々しい口調で言い放てば、瑠生の顔色はさらに青いものへと変わった。付き合っていた頃は瑠生のことを『お前』などと呼んだことはなく、声を荒らげたことも一度たりともなかった。

　悪夢のような、一方的すぎる別れを告げられた時でさえだ。

　──それは、恋人であった瑠生を大事にしたかったからにほかならない。

　しかしそれは過去のことで、今の瑠生はただの迷惑な他人でしかない。

（果絵さんを迎えに行こう）

　瑠生の処断のことを考えるのは、それからだ。

　スマートフォンを取り出し果絵に電話をかけるが、どれだけかけても繋がらない。メッセージも何通か送ってみたものの、既読がつく気配はまったくなかった。慌ただしい様子の裕馬を瑠生は困惑の表情で見つめているのがわかったが、果絵のことが気になりそれどころではない。

（電源を切っているのか？）

　ショックなことが起きた直後なのだ。誰とも話したくない気分なのかもしれない。もしくは、裕馬と話をしたくないのか。その考えに至った瞬間。心がずきりと強く痛んだ。

　真面目な果絵のことだ。明日になれば、いつもの通りに『職場』であるこのマンションに顔を出すのだろう。しかし、それを待っていてはダメだと思った。

　今きちんと顔を合わせて果絵と向き合わなかったら……明日の果絵は心を許してくれた『恋人』の顔ではなく、ただの『仕事相手』の顔で現れるかもしれない。それを想像しただけで心が痛みを訴え、壊れてしまいそうだ。

「ちょっと、どこに行くの！　話は終わってないでしょう！」

「君には関係ないし、話はもう終わってる」

　止めようとする瑠生にそっけなく言いながら、靴を履いて玄関を出る。

「俺が帰るまでに、姿を消しておいてくれ。まだ部屋にいたら警察を呼ぶ。これは冗談じゃない」

　裕馬は一度だけ瑠生を振り返り、そっけなくそれだけ言った。

「あの女……彼女だったんだ」

　そんな瑠生の声が背中越しに届いたが、そんなものに構ってはいられない。裕馬は果絵を探すために、足を踏み出した。
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　電源を切っているため真っ暗な画面のスマートフォンを見つめながら、果絵はため息をついた。

　裕馬からの連絡がきているかもしれない。いや、きっときているだろう。

　けれど今の果絵には、電源を入れてそれを確認する勇気はなかった。

『婚約者だ』と言われて、尻尾を巻いて逃げてしまった。あとから思い返せば、その行為は裕馬を信頼していないという証左にほかならない。裕馬のことを信じるのなら、果絵はあの場でもっと戦うべきだったのだ。裕馬の愛情は、嘘ではない。そのはずなのだから。そうとは思っていても……。

（……綺麗な人だった）

　瑠生の姿を思い浮かべて、果絵はため息をつく。

　芸能人をやっていると言われても納得してしまう、端麗な容姿。そして、自信に満ちた所作や表情。それらは果絵から戦意を剥ぎ取ってしまうには、じゅうぶんなものだった。

「姉さん。大丈夫？」

　目の前には、心配そうな湊がいる。傷心の果絵が駆け込んだのは、湊の部屋だったのだ。

　母とその恋人が暮らす実家には戻る気になれず、誰もいない自宅に戻る気にもなれなかった。結果、裕馬のマンションから割合近い湊のところに行くことを選んだのだ。

　マンションの扉の前に座り込む果絵を見つけた仕事帰りの湊は驚きつつも、部屋の中へと入れてくれた。そして、今に至るわけである。

「……社長とケンカでもした？」

　湊はそう声をかけながら、温かいココアを渡してくる。果絵は微笑みながら、それを手に取った。

「そんなところ、かな」

　裕馬と直接的なケンカをしたわけではないが、似たようなものだ。

　裕馬は今も部屋にいるのだろう女と、どんな話をするのだろう。それを思うと、果絵の胸がずきりと痛む。

　湊は果絵の正面に座ると、難しい顔をする。そして、果絵にそっと手を伸ばした。

「わっ」

　突然乱暴に頭を撫でられ、果絵は思わず声を上げてしまう。しばらく果絵の髪を乱してから、湊は少し笑った。

「昔が落ち込んでる時、姉さんがこうやって頭を撫でてくれただろう？」

「こんなに乱暴にじゃないよ」

　不満を言いながら乱れた髪を手ぐしで直していると、湊にさらに笑われる。それを目にした果絵の顔にも、笑みが浮かんだ。

「姉さん。ちゃんと社長と話をした方がいいと思うよ」

「そうだね。だけどちょっとだけ、ここで英気を養いたいかなぁ」

　逃げてばかりではいられないが、今はまだ勇気が出ない。ココアに口をつけると、それは心が慰められる甘くて優しい味がした。

「んー……」

　湊は自身のスマートフォンに目をやりながら、苦笑いをする。そんな湊の様子を目にして、果絵は首を傾げた。

「見て、姉さん」

　そう言いつつ、湊はスマートフォンを差し出してくる。その画面を目にして、果絵は目を丸くした。

「あ……」

　湊のスマートフォンの画面には、裕馬からのメッセージが表示されていたのだ。

『前原くん、すまない。果絵さんがそちらに行っていないだろうか？　誤解をさせてしまったようだから、彼女に釈明をしたいんだ』

　裕馬からのメッセージに目を通したあとに、恐る恐る自身のスマートフォンに電源を入れる。すると、大量の不在着信とメッセージが入っていた。

『顔を合わせて、説明をさせてほしい』

『果絵さん、今どこにいる？』

『アパートに来たんだけど……戻っていないみたいだね』

『果絵さん、心配だから連絡をくれ』

『君だけが大事なんだ。信じてほしい』

　そんなメッセージを読んでいるうちに必死の形相で自分を探し回る裕馬の姿が脳裏に浮かび、果絵の目には涙がせり上がっていく。

「社長は俺と顔を合わせた時、姉さんの話ばかりなんだよ」

　湊は楽しそうに笑いながら、自身の分のココアを啜る。湊の言葉に、果絵は何度か瞬きをした。

「そうなの？」

「うん。姉さんが可愛いとか、姉さんのこんなところが素敵だとか、そんな話ばかり。べた惚れって、ああいう様子のことを言うんだろうね」

「そ、そうなんだ」

　自分の知らないところで、弟とそんな話をされていたなんて。果絵に時折向ける、緩みきった顔。あの顔をしながら、湊と話をしているのだろうか。その光景を想像すると恥ずかしいけれど、少しどころではない嬉しさもある。そして、その事実に勇気をもらえる。

「姉さん、帰ってあげたら？」

「……そうだね」

　深呼吸をしてから、少し震える手でスマートフォンの操作をする。

『今、湊のマンションにいます』

　そんなメッセージを送ると驚くほどの速さで既読がつき、『もうすぐ帰ります』と続けて打つ前に、『迎えに行ってもいいかな？』というメッセージが返ってきた。果絵はくすりと笑って、湊の許可を取り住所とともに『わかりました』という返信をする。

　ゆっくりとしたペースでココアを飲み終える頃に、湊の部屋のインターホンが鳴る。湊が玄関へと向かい、果絵もそのあとに続いた。そして、扉を開けた瞬間──。

「果絵さん！」

　焦った様子の裕馬が、玄関へと飛び込んできた。そして、果絵の体をぎゅうと強く抱きしめる。

「果絵さん、ごめん……！」

　裕馬は謝罪をしながら、果絵をさらに強く抱き込む。

「ゆ、裕馬さん」

「果絵さん……！」

　無我夢中に果絵を抱く裕馬の、声や体は震えている。その必死さを嬉しく思いながら、果絵は裕馬の背中を優しく擦った。

（ちゃんと、裕馬さんの話を聞こう）

　裕馬の話を聞く覚悟を、そして裕馬を信じる覚悟を果絵は固める。そして、口を開いた。

「裕馬さん。帰りましょう。そして、お話を聞かせてください」

「一緒に、帰ってくれる？」

「はい、もちろんです」

　腕の力が少し緩んだので顔を上げれば、泣きそうな裕馬の顔がそこにあった。手を伸ばして裕馬の頬にそっと触れれば、手のひらに頬ずりをされる。裕馬が落ち着くように、果絵は彼の頬に触れ続けた。

「えっと、ひとまずは一件落着ってことでいいのかな？」

　遠慮がちな湊の声が耳に入り、果絵はハッとする。裕馬も我に返ったようで、果絵から少し身を離すと湊に視線をやった。そして、こほんと小さく咳払いをする。

「前原くん、すまなかったな」

「いえいえ、姉さんとゆっくり話をしてくださいね。それと……姉さんのことは絶対に幸せにしてください」

　茶化すような言い方だが、湊の声音には少し怖くなるくらいの真剣な響きが宿っていた。その言葉を聞いて、裕馬は神妙な面持ちでこくりと頷く。

「もう、湊。失礼な言い方をしないの」

「いや。果絵さんを幸せにすることは、大事なことだからね」

　湊を軽く嗜めれば、裕馬は笑いながらそう返す。そんな二人の様子を目にして、湊はなぜか満足そうな顔だ。

　湊のマンションを出ると夕暮れだった空はすっかり濃紺に変わっており、美しい星々が瞬いている。

　裕馬は果絵の手を強く握り、その力からは離すまいという意思が垣間見えた。自分も同じ気持ちだと示すように、果絵も裕馬の手を強く握った。

「……果絵さんが鉢合わせたのは、三年前に婚約していた瑠生という女性でね」

　歩きながら、裕馬が口を開く。果絵は裕馬の綺麗な横顔を眺めながら、その話に耳を傾けた。

「彼女が浮気をして、俺は捨てられたんだ」

　美しい唇が、言葉を紡ぐ。通り過ぎた車のヘッドライトに照らされた裕馬の表情は、苦いものでも食べたかのような歪んだものだった。

「そんな別れ方をしたものだから、女性なんてもうこりごりだって正直思ってた。果絵さんに、会うまではね」

　裕馬はそう言うと、表情を少し和らげた。

「裕馬さんが振られることなんてあるんですか？　こんなに素敵なのに」

　心の底からの驚きを零す果絵に、裕馬は苦笑を向けた。

「振られることくらい、いくらでもあるよ。果絵さんは俺を過大評価しすぎだと思うな」

　裕馬が過小評価しすぎなのだと果絵は思うが、話の腰を折ってしまいそうなので胸にしまう。裕馬は一呼吸置いてから、話を続けた。

「浮気相手とは、上手くいかなかったんだろうな。……それで捨てた相手のところに押しかけてくるなんて、どうかしてる」

　複雑な感情が含まれているのだろう、大きなため息。裕馬はそれを肺の奥から吐き出した。その苦悶に満ちた表情からは、嘘の気配は微塵も感じられない。

「そういう事情があったんですね」

　裕馬には『婚約者』がいた。そのことに少なからず動揺はしたが、その関係は三年も前に終わっているのだ。果絵は深呼吸をして、自らの動揺を逃がす。

「ごめん、きちんと対策をするべきだった。果絵さんに迷惑をかけて、その上不安にさせた」

「いえ、こんな事態は想定できなかったでしょうし。裕馬さんのせいじゃないですよ。……浮気じゃなくてほっとしました」

　果絵が笑って言えば、裕馬は大きく眉尻を下げる。

「果絵さんがいるのにするわけない。俺は……果絵さんしかいらないんだから」

　風が吹き、果絵の髪を優しく舞い上げる。舞い上がった髪を片手で押さえながら、果絵は裕馬の真剣な表情に見惚れてしまった。裕馬の顔が近づき、一瞬だけ唇を塞いでから離れていく。

「ゆ、裕馬さん」

　果絵は頬を赤くしながら、唇に手を当てる。そんな果絵に、裕馬は慈愛に満ちた表情を向けた。

「果絵さんが、なんだか可愛い顔をしてるから」

「可愛くは、ないです」

「ううん、世界で一番可愛い」

「……！」

　ちゃんと、愛されている。そのことをしみじみと感じながら、果絵は幸福感に包まれながら足を動かす。

　そうしているうちに、裕馬のマンションが見えてきたのだが……。

「……あいつ」

　裕馬が呆然とつぶやく。それを聞いてハッとしながら顔を上げると、マンションの前に佇む人影が目に入った。

　それは……裕馬の元婚約者である、瑠生だった。彼女は裕馬の顔を見て表情を明るくし、次に果絵を目にして眉を顰める。裕馬は果絵を庇うように、一歩前に踏み出した。

「立ち去らないと、警察を呼ぶと言ったはずだが？」

　果絵には向けられたことがない、裕馬の冷たい声。それが、容赦なく瑠生に向けられる。瑠生は一瞬怯んだようだったが、虚勢を張るように腕を組んで唇の片端を上げた。

「部屋からはちゃんと出たでしょう？　ここは公共のスペースよ」

　瑠生はそう言いながら、軽く肩を竦める。そして、カツカツとヒールの音を鳴らしながら二人に近づいた。

「そんな女より私の方がいいでしょう？　大学生の頃から、ずっと一緒にいた仲じゃない。よりを戻しましょうよ」

　瑠生はそう言いながら体を寄せたが、裕馬は嫌悪の滲む表情で身を躱す。濃い香水の香りだけがその場に漂い、瑠生の代わりに纏わりつく。その匂いを嗅いだ裕馬は、不快そうに眉を顰めた。

「ずっと一緒にいた人間の信頼を裏切った君には、もう二度と気持ちを向けることはない。諦めてくれ」

「これからは貴方に尽くすわ。約束する」

　強い拒絶をする裕馬に、瑠生は余裕のない表情で追いすがる。二人のやり取りを、果絵はハラハラとしながら見守った。

　裕馬が絆されることはないだろう。そうは思っていても、心はわずかな不安で曇る。その不安を払拭したのは、果絵の手に触れた裕馬の手の温かさだった。そのまま強く手を握られ、果絵は口元を緩ませる。そんな二人のやり取りを目にして、瑠生は表情を険しくした。

「……その女がいるから、いけないのね」

　瑠生の目がつり上がり、果絵へと向かって早足に歩を進める。ジェルネイルに飾られた爪が光る手が振り上げられ、果絵へ向けて鋭く振り下ろされた。

（叩かれる……！）

　果絵は思わず目を瞑ってしまい、パン！　という乾いた音が周囲に響く。しかし果絵の頬に、痛みはいつまで経っても訪れなかった。

　目を開けると、そこには頬から血を流す裕馬の姿があった。そして、自らの手を押さえながら困惑している瑠生の姿も。どうやら、裕馬が果絵を庇って瑠生に頬を打たれたらしい。その際に爪が引っかかり、出血してしまったのだろう。

「裕馬さん……！」

　果絵は慌てながらバッグからハンカチを取り出し、裕馬の頬にそっと当てた。じわりとハンカチに血が滲み、果絵は泣きそうになる。

「大丈夫ですか、裕馬さん！」

「平気、そんなに痛くないよ。果絵さんを庇ってできた傷なら、勲章だし」

　果絵に気を使わせないためだろう。笑顔で言う裕馬を目にして、果絵はさらに涙ぐんだ。そんな果絵の頬を、裕馬の手が優しく撫でる。

「あ、貴方が悪いのよ。そんな女を庇うから……！」

　血を見て少なからず動揺したのか、瑠生は声を震わせながら悪態をつく。

「そんな女？」

「裕馬さん……！」

　怒りの気配を感じた果絵は、彼の服を引っ張り瑠生に向かおうとする動きを止める。そうしながら、瑠生へ視線をやった。怒りに燃える瑠生の目とばちりと目が合い、一瞬怖気づきそうになる。けれど覚悟を決めて、果絵は口を開いた。

「あの、瑠生さん」

「……なによ」

　急に果絵に話しかけられて、瑠生は鼻白んだ。果絵はこくりと唾を呑んでから、また口を開く。

「裕馬さんを裏切るような不誠実な人には裕馬さんのことは絶対に渡しませんので、お引き取りください」

　果絵はそう言うと、深々と頭を垂れた。しばらくしてから頭を上げ、目にした瑠生の顔は……今にも泣き出しそうなものに変わっていた。

「なによ、なによ……」

　瑠生は力ない声で言いながら両手で顔を覆い、すすり泣いているようだった。その様子を見ていると、少しだけ胸が痛む。

「じゃあ、行こうか。果絵さん」

「は、はい」

　裕馬に優しく手を引かれ、果絵は頷く。瑠生の様子が気になりはするが、自分にはどうすることもできない……どころかなにを言っても火に油だろう。

「待って……！」

　立ち去ろうとする二人の背を、瑠生の叫びが追いかけてくる。裕馬は小さく息を吐くと、瑠生を振り返った。その裕馬の反応を自分にまだ気持ちがあるからだと思ったからか、瑠生の瞳に希望の光が宿る。

「鍵はすぐに変える。今回のような不法侵入はもう無理だ。二度と俺の前に姿を現さないでくれ」

　裕馬はその希望を砕くように言ってから、今度こそ振り返らずに歩き出した。

　瑠生の泣き声が物悲しげに空気を揺らしたが……。

（裕馬さんといる幸せを手放したのは彼女自身の選択。私は、絶対にこの手を離さない）

　そんなふうに決意を新たにしながら、果絵は裕馬の手を強く握った。




　マンションに戻った果絵は、救急箱を持って裕馬の座っているソファーに向かった。消毒液に浸した脱脂綿で傷口を拭えば、裕馬の口から「染みるね」という小さなつぶやきが零れる。傷からの出血はすっかり止まっており、その大きさもさほどのものではない。これならばすぐに塞がるだろうと、果絵は胸を撫で下ろした。

「傷が思ったよりも小さくてよかったです」

「果絵さんの柔らかな肌だったら、もっとひどい傷になっていたかもしれないね。守れてよかったよ」

　裕馬の声音や表情には、心の底からの安堵が滲み出ていた。そんな裕馬の様子を見ていると、果絵の胸には大事にされているのだという実感が湧く。

　大きな手がそっと伸びて、優しく頬を撫でられる。果絵は裕馬の手の感触を感じながら、静かに目を閉じた。すると、果絵の頬の伸縮を確認するように指で摘んで少し横に引っ張られる。

「はは、柔らかい」

「も、もう！　裕馬さん！　……んっ！」

　楽しそうに笑う裕馬に怒ったよう言ってみせれば、優しく唇を塞がれた。舌が唇を軽くつつき、それにつられて果絵の唇は開く。

「ん、ふ」

　そっと舌を合わされ、果絵もそれに応えようと舌を動かした。粘膜同士が優しく触れて、互いの存在をたしかめるように何度も絡められる。

「ん……んっ」

　舌同士の触れ合いが激しくなるにつれて、果絵の官能には火がついていく。裕馬もそれを察したのか、明らかに快楽を引き出す手つきで背筋を撫でられた。

「裕馬、さ」

「果絵さん、君がほしい」

「私も……裕馬さんがほしい、です」

　恥じらいながら求めに応えれば、裕馬は心の底から嬉しそうに笑う。

（裕馬さんが笑ってると、嬉しいな）

　もっと、裕馬に喜んでほしい。そんな気持ちが、果絵の胸には自然と湧き上がった。

「……裕馬さん。私にしてほしいこと、ありますか？」

「してほしい、こと？」

「はい。私、裕馬さんにたくさん喜んでほしいんです！」

　裕馬が喜ぶのならベッドの上での恥ずかしいことも、頑張って受け入れよう。そんな気持ちで告げた言葉だったが──。

「じゃあ、結婚してほしい。果絵さんと一緒に、人生を歩みたい」

　真剣な表情の裕馬に強い眼差しで見つめられながら返され、果絵の目は丸くなった。以前から時折、裕馬は『果絵と結婚したい』と口にする。その人生を左右する要望に応えていいものかと、今までの果絵は悩んでいた。しかし……。

（裕馬さんの手を離さないって、決めたから）

　裕馬の手を取ると強く握り、決意の溢れる瞳で彼を見つめる。すると、裕馬の喉仏のあたりがごくりと動いた。

「私も、裕馬さんと結婚したいです。……ひゃっ！」

　了承を口にした瞬間、強い力で抱き込まれる。

「本当に、いいの？」

　訊ねる裕馬の声は、わずかに震えている。しかしその声には明らかな歓喜が滲んでおり、それを感じた果絵は口元を緩ませた。

「……はい。私も、裕馬さんと人生を歩みたいので」

　そう言って腕の中で裕馬を見上げれば、彼の表情はすっかり緩みきっていた。

「そっか……。幸せにするから」

　笑顔で告げられ、果絵は喜びの涙を瞳に溜めながら頷いた。

　自分は幸せになれない運命なのかもしれない。果絵の心には、そんな諦観がいつの間にか根を張っていた。

　だけど今は……裕馬と一緒に幸せになってもいいのだと素直に思える。長く心に抱えていた諦観は裕馬の愛情によって溶かされ、いつの間にかどこかへと消えていた。裕馬とともに過ごす未来を想像する。裕馬のことを支えながら、自分の夢についても考える。それはとても素敵なことのように思えた。

　……この先、躓くようなことがあったとしても。

　裕馬と二人なら、きっと乗り越えられる。

「幸せになって……いいんですね」

「うん、幸せにする」

　重ねて言われて、果絵は笑う。そんな果絵の唇を裕馬はまた塞いだ。口づけをしながら、裕馬は果絵の服の裾から手を差し入れる。男性らしく固い感触の手のひらが肌に触れ、柔らかな刺激を与える。肌に触れられながら舌を優しく吸い上げられると背筋が甘く震え、果絵はほうと吐息を零した。

「果絵さん。ベッド……行こうか」

　唇を離した裕馬に囁かれ、果絵はこくりと頷く。すると勢いよく、横抱きに抱き上げられた。軽々と果絵を抱えた裕馬は寝室へ向かい、ベッドに果絵の体を下ろす。続けて、楽しそうに笑いながら覆い被さってきた。

「や、ふふっ」

　額に、首筋に。裕馬の唇が落ちてくる。唇が肌に触れるたびにくすぐったくなり、果絵は笑い声を立ててしまう。そんな果絵を目にして愛おしげに目を細めてから、裕馬は果絵の服に手をかけた。

「あ……っ」

　一枚ずつ、プレゼントの包装を剥がすような丁寧な手つきで衣類が剥ぎ取られていく。果絵は胸を高鳴らせながら、その様子を見守った。手際よくブラジャーが取り去られ、薄紅色の頂に彩られた大きな胸が空気に晒される。ショーツ一枚になった果絵は、俎上の魚になってしまったかのような落ち着かない心地になる。

「果絵さんの肌は、本当に綺麗だね」

　裕馬は嬉しそうに言いながら、果絵の乳房に指先で触れた。

「あ、ありがとうございます……？」

　恋愛経験に乏しい果絵は、褒められることにいまだ慣れない。恥ずかしくなって頬を熱くすれば、その赤い頬に優しく口づけされた。

「この白い肌を見ていると……たくさん痕をつけたくなる」

　胸元の肌を吸い上げ赤い花を散らしてから、裕馬は果絵に視線をやる。その熱のこもった目つきに、果絵の心臓はどきりと跳ねた。

「裕馬さんがそうしたいのなら、いいですよ。たくさんつけてください」

　囁きながら、目の前にある裕馬のつむじにそっとキスをする。何度かつむじにキスをしてから裕馬を見れば、彼の顔は真っ赤になっていた。

「そうやってすんなり受け入れすぎるのはよくないよ。俺が調子に乗ってしまうから」

　裕馬はそう言いながら、にやけた口元を手のひらで覆い隠す。そんな裕馬に果絵は笑ってみせた。

「裕馬さんになら、なにをされてもいいですよ？」

「果絵さん……！」

　裕馬は感極まったように言うと果絵の乳房に唇をつけ、吸い痕をつける。その行為は何度も繰り返され、果絵の肌にはつぎつぎに赤い花が咲いていった。裕馬の唇は果絵の右胸の頂に触れ、硬くなった乳首を優しく吸い上げる。同時に左胸を手で揉みしだかれると、果絵の背筋を甘やかな震えが這い上がった。

「あっ、あ……っ」

　優しく胸を愛撫され、お腹の奥がじんと熱くなる。果絵は熱い息を零しながら、裕馬の与えてくる快感に浸った。

　下腹部が甘く痺れて堪えきれずに両足を擦り合わせていると、それに気づいた裕馬が小さく笑う。そして、花びらに手を伸ばすとショーツ越しに優しく指を滑らせた。

「んっ……！」

「果絵さん、ショーツの上からわかるくらいにびしょびしょだね」

　楽しそうに言いながら、裕馬は花弁の上で指をしばらく遊ばせる。裕馬の指の動きによって快感が湧き上がり、果絵はつま先をピンと伸ばした。

（気持ちいい、だけど……）

　たった一枚の布地があるせいで快感はあと一歩届かぬもどかしいものとなり、果絵の身の内には焦燥が湧く。

「裕馬さん、もっと……」

「果絵さん、もっと……なに？」

　裕馬は含みのある笑顔で言いながら、あざとい仕草で首を傾げた。

　もう何度も体を合わせているのだ。裕馬の意図ははっきりと理解できる。彼は果絵に……『もっと』の先を言わせたくて仕方がないのだろう。

　ベッドの上での裕馬は、時々意地が悪い。果絵は涙目になりながら裕馬を見つめてしまった。

「……言って、果絵さん」

　耳元で甘い声音で囁かれ、ついでとばかりに耳朶を舐め取られる。そのささやかな刺激にも体は反応し、もどかしさを含む気持ちよさが募っていく。

　果絵はショーツのクロッチ部分を片手でずらし、もう片手で裕馬の手を取ると彼の指を濡れそぼったそこに導いた。

「もっと……直接触ってほしいです」

　赤面しながら見つめれば、裕馬は嬉しそうに口角を上げる。その表情はまるで……美味しそうな獲物を前に舌なめずりをする獣のように見えた。

「……わかった」

　裕馬は楽しそうに言うと、果絵のショーツに手をかけ引き下ろす。粘度の高い蜜の橋が布地と蜜壺を繋ぐようにできて、それを目にした果絵は羞恥で目を泳がせた。

　長い指が直接蜜壺に触れる。望んでいた刺激の到来に胸をときめかせながら、果絵は小さく吐息を漏らした。指は蜜を絡めながら花びらを滑り、蜜口に触れる。そして、二本の指が内側へゆっくりと侵入した。

「んっ……！　やぁ」

「苦しい？」

「いえ。指、きもちい……です」

　隘路を指で探られつつ訊ねられ、果絵は素直にそう答える。下の口も果絵の言葉は真実だというように、美味しそうに裕馬の指を締めつけ、濃い蜜を垂らした。

「ほんと、素直で可愛い」

　果絵の答えを聞いた裕馬は、内側でゆっくりと指を動かしはじめた。同時に、クリトリスを優しく指の腹で転がす。隘路を指が往復し、柔らかく濡れた膣壁を刺激する。先ほどまで切望していた、直接的な快感。果絵は指が与える快楽に溺れ、甘い声を上げながら裕馬にしがみついた。

「あ……あっ、あっ！　ああっ！」

　裕馬の指の動きにつられて、蜜壺がぐちゅぐちゅと淫猥な音を立てる。

　指で優しく膣壁を撫でられ、果絵は裕馬の腕に爪を立てながら快感に耐えた。びくびくと体が震え、快楽に押し出され大きな吐息が零れてしまう。

「ゆうまさっ……。んぅっ！」

　愛しい人の名を呼ぶ唇は、その名の持ち主によって噛みつくように塞がれた。激しく舌を絡めながら、裕馬は内側で指をばらばらに動かす。さらにかき立てられる官能に、果絵はふるりと身を震わせた。

「や、あ。んんっ！」

「果絵さん、もっと気持ちよくなろうね」

　あやすように囁かれ、激しく指を抽送される。お腹の奥が熱くなり、濃い蜜が裕馬の指を伝ってとろりと零れ落ちた。与えられる舌や指の動きを感じながら、果絵は喘ぐことしかできなくなる。

「──ッ！」

　びくんと体を跳ねさせ、裕馬の指をきゅうきゅうと締めつけながら、果絵は絶頂へと至った。

「いい子、果絵さん」

　裕馬が息を切らせる果絵の頭を撫でながら、優しい声音でそう囁く。子どもにするような態度に不満を覚えながら彼を見れば、情欲に満ちた瞳と視線が絡み合った。

「果絵さん、可愛い。ぜんぶ俺のだ。誰にも渡さない」

　頬や額への口づけと同時に告げられる、熱のこもった睦言。その言葉に滲む独占欲が嬉しくて堪らない。

（──もっと、もっと。裕馬さんでいっぱいにしてほしい）

　そんな欲が胸に湧き、達したばかりの体をまた熱くした。

「裕馬、さん」

「なに？　果絵さん」

　少し震える声で裕馬を呼べば、首を傾げながら返される。

「裕馬さんが、ほしいです」

　熱い吐息を零しながら、すでに硬さを持った裕馬の熱を布地の上から撫で擦る。すると裕馬の目が、大きく瞠られた。

「……果絵さんから、ねだられた」

　裕馬は顔を真っ赤にしながら、大きな手で自身の口元を覆ってしまう。その目は明らかに泳いでおり、彼の動揺を感じさせた。

「ダメ、ですか？」

　品のないことをしてしまったかもしれないと、果絵は不安になる。しかし……。

「ダメじゃない！」

　喜色溢れる裕馬の表情を見て、的外れな心配だったとほっと胸を撫で下ろした。

「俺も、果絵さんがほしい」

　果絵の顔中に口づけを落としながら、裕馬が囁く。

「は、はい。どうぞ……もらってください」

　そう言いながらおずおずと足を開くと、濡れた花弁がくちゅりと卑猥な音を立てた。そんなしどけない果絵の姿に、裕馬の目は釘づけになる。

「可愛い上にやらしいなんて、ずるいな」

　裕馬は堪えるように言うと、自らの衣服を脱ぎ捨てる。そして一糸まとわぬ姿になると熱杭に避妊具を着けてから、果絵に伸し掛かった。

（着ける、のね）

　そんなことを思いながら、避妊具を纏った性器をちらりと見てしまう。するとそれに気づいた裕馬に「中にたくさん注ぐのは、結婚してからね」と笑って言われてしまった。物欲しそうにしていることがバレてしまい、少しばかりばつの悪い気持ちになる。羞恥で熱くなる果絵の頬を、裕馬の手が優しく撫でた。

「果絵さん、好きだよ」

「はい、私もです」

　囁き合って、二人は笑う。裕馬は熱の先端を蜜口に押しつけ……それをゆっくりと奥へ押し込んだ。

「あ、んっ」

　膣壁を広げながら熱杭が進み、最奥へとたどり着く。内側にある裕馬の熱の感触は、獰猛だけれど優しいものだ。

　果絵は熱の存在を感じながら、ふっと満足げに吐息を零した。

（……満たされてる）

　幸福感に満たされ微笑む果絵の唇を、裕馬が数度啄む。同時に熱の抽送が開始され、果絵は吐息を口から零した。

「あっ、んんっ。あっ」

　熱が奥まで挿し入れられてから、ずるりと入り口まで引き抜かれる。その動作を繰り返されるたびに、果絵の体の熱は高められていった。

「ゆうまさ、ゆうまさん」

　自然と甘ったるくなる声で裕馬の名前を呼びながら、彼の汗ばんだ首筋に軽く歯を立てる。裕馬も楽しそうに笑いながら、果絵の首筋を強く吸って吸い痕をつけた。

「裕馬さ、ん。好き、好きです。大好き」

「果絵さん……」

　蕩けきった表情で裕馬を見つめれば、少し余裕がなさそうな裕馬に熱でぐりぐりと内側を刺激される。

「あっ。裕馬さっ……！　んんっ！」

　白い喉を晒しながら甘くなる声で喘げば、その喉に軽く歯を立てられた。何度も喉を甘噛みされ、硬い歯の感触に官能がかき立てられてぶるりと体が震える。

（……裕馬さんになら、食べられてもいいな）

　そんな馬鹿なことを考えながら裕馬を見つめると、欲情で熱せられた瞳で見つめ返された。

「ああもう、ほんと可愛い。世界一大事にしたいのに……めちゃくちゃにもしたくなる」

　熱い吐息とともに絞り出すように言われて、果絵は口元を緩める。

「めちゃくちゃにして、いいですよ？　──ぁああんっ！」

　奥をずんと強く突かれて、果絵は背を弓なりに反らす。突然の強い刺激に目の前にちかちかと星が散り、喉が乾いた犬のように浅い呼吸を繰り返すことしかできない。

「俺に甘い、果絵さんが悪い」

　裕馬は拗ねた顔をしながらばつが悪そうに言い、さらに激しい抽送を繰り返す。水音が大きく立ち、結合部からは止めどなく蜜が零れ落ちていった。

　ぎゅっと両手を握られてベッドに繋ぎ留められ、果絵は高い喘ぎを漏らしながら感じることしかできなくなってしまう。

「果絵さん、好きだよ」

「私も、裕馬さんが好きです。大好きです」

　甘い声音で囁かれて、果絵も同じ言葉を返し……。裕馬の熱をさらに奥へと誘い込むよう彼の腰に両足を絡めて、自身へと引きつけた。

「ゆうまさん、もっと。もっとほしいです……」

　裕馬の熱を内側で柔らかく締めつけながら、果絵は甘やかな声でねだる。すると、裕馬は苦しげに眉を顰めた。

「そんなことされると……加減できなくなるから」

　そんな言葉とともに、がつがつと熱が打ちつけられる。その貪るような激しさに、果絵は翻弄された。

「あっ、ああっ！　やぁんっ！」

　喘ぎながら裕馬を見上げれば、目と目がしっかりと合う。裕馬の瞳は果絵のことを一心に見つめており、その視線にすら体は熱せられてびくりと震えた。

「ゆうまさ、ああっ──！」

　最奥にぐっと熱を押しつけられた瞬間、果絵の思考は快楽で押し潰された。視界が、意識が白に染まり、果絵は足先をピンと伸ばしながら達してしまう。

「あ、あっ……！」

　大きな絶頂の波は、息を荒らげているうちに充足感のある余韻へ変わっていく。

「──ッ」

　体を震わせている果絵の手をしっかりと握りながら、裕馬も息を乱しつつ達したようだった。彼が自身の内側で達したのだと思うと嬉しくて頬を緩ませていると、汗の浮かぶ額にそっと口づけられる。

「あっ……」

　隘路からずるりと熱が引き抜かれ、果絵は小さく声を上げた。内側にあった愛しいものがなくなることに、寂しさを感じてしまう。

「果絵さん」

　まだ乱れたままの息を整えていると、心配そうな裕馬に声をかけられ顔を覗き込まれた。

「……大丈夫？　つらくなかった？」

「はい、大丈夫です」

「そっか」

　問いかけに笑顔で答えれば裕馬も安堵したように笑い、果絵の頬にそっとキスをする。

「果絵さんも、して？」

「は、はい」

　裕馬に顔を近づけられ、果絵も照れながら頬にキスをする。すると、お礼とばかりに雨のようなキスが降ってきた。

　しばらくじゃれあうようなキスを交わしてから……二人は微笑み合った。







エピローグ








　裕馬が切望することもあり、果絵は長年住んだアパートを引き払うことになった。

　引っ越す先は──もちろん裕馬のマンションだ。そして、引っ越しと同時に入籍をすることにもなった。これも裕馬と……果絵自身が望んだからだ。

　なので今の果絵は……『前原果絵』ではなく、『藤堂果絵』なのである。

　ハウスキーパーの仕事に関しては、結婚をしても続けることになっていた。これからは夫婦間の『家事』になるのだから果絵は給与をもらうことを辞そうとしたのだが、裕馬が『主婦業も立派な仕事だから』と譲らなかったのだ。

　裕馬のマンションに無事引っ越した果絵は、裕馬の妻として明るい未来に想いを馳せながら充実した日々を過ごしていた。

（なにか資格の勉強をはじめようかな。裕馬さんの役に立つような……）

　食事のあと皿を洗いながら、果絵はそんなことを考える。すると後ろから逞しい腕が伸び、果絵の体を抱きしめた。

「果絵さん。なにか考え事？」

「裕馬さん。その……資格の勉強をはじめたいなと」

「資格？」

　振り返って資格の勉強をしたいことを打ち明ければ、裕馬は首を傾げる。

「はい。秘書検定とか、会計士とか。栄養士……は学校に通わなきゃいけないので状況と相談ですけれど。とにかく、持っていて裕馬さんのお役に立てそうなものがほしいなと」

　果絵は湊のように優秀ではなかったので、大学進学を諦めることができた。けれど勉強への意欲が、まったくなかったわけでもないのだ。なので資格試験の勉強のことを考えると、少しばかり浮き立った気持ちになる。

「俺の役に……。果絵さんは可愛いことばかり言うなぁ」

　裕馬は果絵を強く抱くと、すりすりとつむじに頬を擦り寄せた。

「資格かぁ。果絵さんが秘書……とてもいいね」

　裕馬はそう言うと、口元を緩める。裕馬が取ってほしいのは秘書検定らしいと、果絵は心の中でメモをした。

　果絵からも手を伸ばして、裕馬の体を抱きしめる。もうすっかり馴染んだ裕馬の体温。それが、とても心地いい。

「……幸せです」

　優しい体温に頬を擦り寄せながら、果絵はぽつりとつぶやく。

　そんな果絵の頭を、裕馬の手が優しく撫でた。





【了】









あとがき








　お読みくださりありがとうございます、夕ゆう日ひと申します。

　濃蜜ラブルージュ編集部様のご厚意で、二作目を書かせていただくことができました！

　今回は不幸続きの女の子が報われて幸せになるお話が書きたいなと思い、このような内容になりました。

　不幸にめげずに頑張るほんわか女子の果絵と、それを優しく見守る裕馬を書けてとても楽しかったです。果絵の弟の湊のことも作者は気に入っております。

　美味しいご飯が大好きなので、今回ご飯の描写を当社比多めにさせていただきました。一日三回食べることになるご飯が素敵だと、日々がとても楽しくなるだろうなと想像しつつ書きました。少しでも美味しそう！　と思っていただけましたら嬉しいです。




　遅筆な私に根気よく付き合ってくださった担当様、素敵な表紙を描いてくださった北きた沢ざわきょう先生。本当に、ありがとうございます。

　北沢先生の色香漂う二人を目にした時、喜びの声が溢れてしまいました！




　また次回作でお会いできますと嬉しいです。

　それでは、失礼いたします。






夕日
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